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中
国
文
学
に
お
け
る
「
鬧
」
―
喧
騒
か
ら
攪
乱
へ

―

林
　
　
　
暁
　
光

は
じ
め
に

　

文
字
は
、
紛
れ
も
な
く
文
学
の
基
本
的
な
構
成
要
素
で
あ
る
。
文
学
を
一
人
の
巨
人
に
譬
え
れ
ば
、
個
々
の
文
字
は
、
そ
の
身
体
の
最
も
基
本
的
な
要
素
、
言

う
な
れ
ば
遺
伝
子
で
あ
る
。
無
論
、
そ
の
中
に
は
古
く
か
ら
現
在
ま
で
比
較
的
安
定
的
に
受
け
継
が
れ
た
、
性
質
が
単
純
な
遺
伝
子
も
あ
れ
ば
、
機
能
が
複
雑
で

歴
史
的
に
激
し
い
変
化
を
経
た
遺
伝
子
も
あ
る
。
後
者
は
、
ま
さ
に
遺
伝
子
変
異
の
如
き
も
の
で
あ
り
、
文
学
と
い
う
生
命
体
の
進
化
を
も
っ
と
も
深
い
と
こ
ろ

か
ら
規
定
し
て
い
る
。
生
命
科
学
の
分
野
に
お
い
て
、
人
の
遺
伝
子
を
全
面
的
に
検
測
す
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
シ
ー
ク
エ
ン
ス
解
析
作
業
は
、
人
体
の
構
成
を
新
た
な
レ
ベ

ル
か
ら
解
明
し
つ
つ
あ
る
。
も
し
わ
れ
わ
れ
が
中
国
文
学
に
対
し
て
も
、
個
々
の
漢
字

―
特
に
変
異
の
激
し
く
、
あ
る
い
は
文
学
=
巨
人
の
姿
を
著
し
く
左
右

す
る
漢
字

―
が
文
学
史
的
に
展
開
す
る
経
緯
や
、
各
種
の
作
品
に
お
け
る
具
体
的
な
作
用
な
ど
に
つ
い
て
も
同
様
に
検
測
す
る
な
ら
ば
、
中
国
文
学
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
新
た
な
認
識
が
も
た
ら
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

　

二
千
年
に
亘
る
中
国
文
学
は
作
品
数
が
極
め
て
膨
大
で
あ
る
た
め
、
一
つ
の
漢
字
を
研
究
す
る
た
め
に
全
て
の
資
料
を
蒐
集
し
、
そ
こ
か
ら
有
効
な
情
報
を
取

り
出
し
分
析
す
る
こ
と
は
、
か
つ
て
は
ほ
ぼ
不
可
能
な
仕
事
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
文
学
研
究
は
、
個
別
の
作
家
・
作
品
あ
る
い
は
流
派
・
ジ
ャ
ン
ル
や
そ
れ

ら
に
か
か
わ
る
社
会
的
・
文
化
的
事
情
を
研
究
テ
ー
マ
と
す
る
も
の
が
多
い
。
そ
れ
は
い
わ
ば
、
巨
人
の
遺
伝
子
で
は
な
く
、
顔
貌
や
身
長
な
ど
を
観
察
す
る
作

業
で
あ
っ
た
。
個
々
の
漢
字
を
追
跡
す
る
文
学
史
的
な
研
究
は
絶
無
と
は
言
え
な
い
が
、
過
去
の
条
件
の
下
に
は
甚
だ
不
完
全
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。
し
か
し
近
年
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
急
進
展
は
こ
の
種
の
研
究
に
適
し
た
環
境
を
整
え
つ
つ
あ
り
、
個
々
の
漢
字
を
大
規
模
に
調
べ
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
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い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、「
鬧
」
と
い
う
一
つ
の
漢
字
を
取
り
上
げ
、
中
国
文
学
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
シ
ー
ク
エ
ン
シ
ン
グ
作
業
を
行
っ
て
み
た
い
。

　

北
宋
前
期
の
名
臣
宋
祁
（
九
九
八
～
一
〇
六
一
）
が
残
し
た
名
句
に
、「
緑
楊
煙
外
暁
寒
軽
、
紅
杏
枝
頭
春
意
鬧
（
緑
楊
の
靄
の
周
り
に
は
暁
の
寒
さ
が
う
っ

す
ら
と
漂
い
、紅
杏
の
こ
ず
え
に
は
春
意
が
騒
が
し
い
）」（「
玉
楼
春
」
詞
）
が
あ
る
。
中
国
で
は
子
供
で
す
ら
熟
知
す
る
句
で
あ
る
。
王
国
維
が
こ
の
句
を
「
著

一
鬧
字
、
則
境
界
全
出
（
一
つ
の
「
鬧
」
字
を
用
い
る
こ
と
で
、
境
界
=
高
妙
な
文
学
的
境
地
が
完
全
に
表
現
さ
れ
て
い
る
）」（『
人
間
詞
話
』
巻
上
）
と
評
し

て
い
る
よ
う
に
、
本
句
の
句
眼
（
表
現
の
中
核
と
な
る
字
や
言
葉
）
は
い
う
ま
で
も
な
く
「
鬧
」
に
あ
る
。「
鬧
」
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
枝
に
咲

い
て
い
る
鮮
や
か
な
杏
の
花
と
そ
れ
を
取
り
ま
く
「
春
」
の
賑
や
か
な
雰
囲
気
が
活
写
さ
れ
る
。
非
常
に
活
気
に
富
ん
だ
、
生
命
力
溢
れ
る
表
現
で
あ
る
。

　
「
鬧
」
の
一
字
は
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
強
い
表
現
力
を
有
す
る
に
至
っ
た
の
か
。
中
国
文
学
史
上
の
各
時
期
に
お
い
て
、「
鬧
」
字
は
ど
の
よ
う
な
姿
を
呈

し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
、「
鬧
」
字
の
遺
伝
子
解
析
を
試
み
た
い
。
そ
れ
を
通
じ
て
、「
鬧
」
字
に
関
連
す
る
中
国
文
学
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
象
が
明
ら
か
と

な
る
だ
ろ
う
。

一
、
中
世
に
お
け
る
仏
典
の
訳
語
と
し
て
の
「
鬧
」

―
漢
字
の
世
界
へ
の
登
場

―

　
「
鬧
」
字
は
西
晋
時
代
に
至
る
ま
で
、
字
書
を
除
い
て
あ
ら
ゆ
る
書
物
に
全
く
見
え
な
い（

１
）。
現
存
す
る
文
献
を
見
る
限
り
、「
鬧
」
字
の
使
用
は
東
晋
時
代
の
末

期
か
ら
始
ま
る
。
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
早
期
の
用
例
は
専
ら
仏
教
の
典
籍
の
訳
語
と
し
て
現
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
「
鬧
」
字
の
使
用
は
、
仏
教
史
上
有
名
な
鳩
摩
羅
什
の
長
安
訳
経
集
団
に
淵
源
す
る
。
鳩
摩
羅
什
が
後
秦
の
弘
始
四
年
（
四
〇
二
、
東
晋
元
興
元
年
）
か
ら
弘

始
七
年
（
四
〇
五
、
東
晋
義
熙
元
年
）
ま
で
の
時
期
に
翻
訳
し
た
『
大
智
度
論
』
に
は
十
三
箇
所
、
同
じ
く
鳩
摩
羅
什
訳
『
中
論
』
と
『
妙
法
蓮
華
経
』
に
は
一

箇
所
、「
憒
鬧
（
混
乱
し
て
騒
が
し
い
）」
と
い
う
表
現
が
見
え
る
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、『
大
智
度
論
』
巻
三
十
二
（『
大
正
蔵
』
二
十
五
／302a

）
に
は

布
施
時
、
惡
厭
憒
鬧
、
好
樂
閑
靜
、
喜
深
智
慧
、
得
辟
支
佛
。

布
施
す
る
時
に
、
憒
鬧
を
嫌
っ
て
閑
静
を
好
み
、
深
い
知
恵
を
喜
べ
れ
ば
、
辟
支
佛
の
果
報
を
得
る
。

と
あ
る
。
後
に
詳
述
す
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
「
憒
鬧
」
が
「
閑
靜
」
と
対
照
的
な
関
係
に
お
い
て
表
現
さ
れ
て
い
る
点
は
重
要
で
あ
る
。

　

ほ
ぼ
同
時
期
、
弗
若
多
羅
・
鳩
摩
羅
什
が
弘
始
六
年
（
四
〇
四
、
東
晋
元
興
三
年
）
か
ら
翻
訳
を
開
始
し
た
『
十
誦
律
』（

２
）に
お
い
て
、「
鬧
」
字
は
六
箇
所
に
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見
え
、「
憒
鬧
」
の
ほ
か
、「
鬧
乱
」（「
憒
鬧
」
と
同
義
）・「
急
鬧
（
慌
て
て
騒
が
し
い
）」・「
多
人
鬧
處
（
人
が
多
く
騒
が
し
い
と
こ
ろ
）」
な
ど
の
表
現
も
あ
る
。

ま
た
弘
始
十
二
年
（
四
一
〇
、
東
晋
義
煕
六
年（

３
））
に
、
鳩
摩
羅
什
と
同
じ
く
長
安
に
て
仏
典
翻
訳
事
業
を
行
っ
た
佛
陀
耶
舍
・
竺
佛
念
等
が
翻
訳
し
た
『
四
分
律
』

に
お
い
て
「
鬧
」
字
が
二
十
一
箇
所
に
見
え
る
。『
十
誦
律
』
と
同
じ
く
「
憒
鬧
」・「
鬧
乱
」
が
多
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
、「
乱
鬧
」・「
衆
鬧
（
人

が
大
勢
に
騒
が
し
い
）」・「
多
鬧
（
騒
ぐ
こ
と
が
多
い
）」
な
ど
の
表
現
が
あ
る
。

　

時
代
が
少
し
下
り
、
東
晋
が
滅
亡
す
る
直
前
の
義
煕
十
四
年
（
四
一
八
）
に
は
、
佛
陀
跋
陀
羅
・
釈
法
顕
が
南
の
建
康
に
て
『
摩
訶
僧
祗
律
』
を
翻
訳
し
た
。

そ
の
中
に
「
鬧
」
字
は
二
例
が
見
え
る
。
一
つ
は
巻
三
十
三
に
「
羯
鬧
耆
」
と
い
う
城
名
が
見
え
、
も
う
一
つ
は
、
巻
十
に
「
比
丘
不
得
至
人
鬧
處
店
肆
上
市
買

（
比
丘
は
人
々
が
賑
や
か
に
騒
ぐ
と
こ
ろ
の
店
に
行
っ
て
買
い
物
を
し
て
は
な
ら
な
い
）」（『
大
正
蔵
』
二
十
二
／313b

）
と
あ
り
、『
十
誦
律
』
な
ど
の
用
法
と

も
一
致
し
て
い
る
。

　

佛
陀
跋
陀
羅
は
イ
ン
ド
出
身
の
胡
僧
で
あ
り
、
も
と
は
鳩
摩
羅
什
の
同
志
と
し
て
長
安
で
仏
典
を
翻
訳
し
た
が
、
鳩
摩
羅
什
と
の
間
に
矛
盾
を
来
し
た
た
め
に
、

弟
子
四
十
余
人
を
率
い
て
南
に
赴
い
た
。
そ
れ
以
降
、
南
朝
期
に
お
い
て
作
り
出
さ
れ
た
仏
教
文
献
の
中
に
「
鬧
」
字
が
現
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
に
は
鳩
摩

羅
什
集
団
の
影
響
を
見
出
す
こ
と
も
で
き
よ
う
。
例
え
ば
宋
に
翻
訳
さ
れ
た
『
雑
阿
含
経
』
と
梁
に
翻
訳
さ
れ
た
『
解
脱
道
論
』
に
は
そ
れ
ぞ
れ
七
箇
所
、
梁
の

釈
僧
祐
が
編
纂
し
た
『
釈
迦
譜
』
に
は
四
箇
所
が
見
え
、
新
た
に
「
鬧
處
」・「
諠
鬧
」
な
ど
の
表
現
が
加
わ
る
が
、「
鬧
」
字
の
意
義
や
用
法
は
変
わ
ら
な
い
。

他
に
も
同
類
の
例
は
な
お
多
く
、
枚
挙
に
暇
な
い
。

　

南
朝
期
に
至
っ
て
、
仏
教
の
ほ
か
、
道
教
の
典
籍
や
儒
教
の
注
疏
に
も
「
鬧
」
字
が
現
れ
る
よ
う
に
な
る
。
道
教
の
場
合
に
は
、
梁
の
陶
弘
景
『
真
誥
』
巻
十

一
の
注
に
「
諠
譁
雜
鬧
」（
三
家
本
『
道
藏
』、第
二
十
册
、0557c
）
と
い
う
表
現
が
見
え
る
。
南
北
朝
期
の
著
作
と
言
わ
れ
る
『
洞
玄
霊
宝
自
然
九
天
生
神
章
経
』

に
「
昏
鬧
」（
三
家
本
『
道
藏
』、
第
五
册
、0845a

）、『
赤
松
子
章
暦
』
に
「
不
得
常
人
乱
鬧
（
俗
人
と
乱
れ
て
騒
ぐ
こ
と
を
禁
ず
る
）」（
三
家
本
『
道
藏
』、
第

十
一
册
、0182c

）
と
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
一
箇
所
に
見
え
る
。
儒
教
の
場
合
に
は
、
梁
の
皇
侃
『
論
語
義
䟽
』
巻
五
に
「
寝
不
言
」
の
䟽
と
し
て
、「
眠
卧
須
静
、

若
言
則
驚
鬧
於
人
、
故
不
言
也
（
睡
眠
に
は
静
か
に
す
べ
き
で
あ
る
。
自
ら
話
せ
ば
人
を
驚
か
せ
騒
が
せ
る
の
で
、
話
さ
ず
に
い
る
べ
き
だ
）」
と
あ
る
。
ま
た
、

正
史
の
場
合
に
も
、『
南
斉
書
』
巻
五
十
一
崔
慧
景
伝
に
「
鬧
溝
」
と
い
う
地
名
が
、『
周
書
』
に
「
蓋
鬧
」
と
い
う
人
名
が
、
そ
れ
ぞ
れ
見
え
る
。

　

以
上
の
資
料
を
踏
ま
え
て
、
下
記
の
三
点
の
よ
う
な
結
論
を
導
く
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

第
一
に
、「
鬧
」
が
当
初
文
字
と
し
て
現
れ
る
の
は
鳩
摩
羅
什
の
仏
典
翻
訳
事
業
の
場
に
お
い
て
で
あ
る
。
し
か
も
、
早
期
の
用
例
に
は
「
憒
鬧
」
が
圧
倒
的
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に
多
い
。
こ
こ
に
は
「
鬧
」
字
の
本
来
の
あ
り
方
が
窺
え
よ
う
。
上
述
の
例
の
他
に
も
、
例
え
ば
後
秦
に
て
翻
訳
さ
れ
た
『
長
阿
含
経
』
に
は
六
箇
所
、
北
涼
に

て
翻
訳
さ
れ
た
『
大
般
涅
槃
経
』
に
は
四
箇
所
、南
斉
に
て
翻
訳
さ
れ
た
『
百
喩
経
』
に
は
一
箇
所
に
「
鬧
」
字
が
見
え
る
が
、全
て
「
憒
鬧
」
の
例
で
あ
る
。「
憒

鬧
」
は
基
本
的
に
仏
教
文
献
に
の
み
用
い
ら
れ
る
語
で
あ
り
、
し
か
も
唐
代
以
降
は
死
語
と
な
り
、
今
日
に
は
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
鳩
摩
羅
什
が
活
動
し
た

時
代
の
、
お
そ
ら
く
は
彼
の
活
動
地
域
で
あ
っ
た
長
安
や
涼
州
あ
た
り
の
方
言
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
文
人
士
族
の
詩
文
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
俗

語
で
あ
る
が
、
鳩
摩
羅
什
な
ど
の
胡
僧
に
と
っ
て
は
好
都
合
の
言
葉
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

こ
の
語
に
つ
い
て
、『
説
文
解
字
』
に
は
「
鬧
、
不
静
也
（
鬧
と
は
、
静
か
で
は
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
）」
と
訓
釈
さ
れ
て
い
る
が
、
唐
の
慧
琳
『
一
切
経

音
義
』
巻
六
十
一
（『
大
正
蔵
』
五
十
四
／713c

）
に
は

憒
鬧
。
上
音
會
。『
説
文
』、
憒
、
亂
也
。
下
拏
効
反
。
俗
字
也
。
正
體
從
巿
從
人
、
作

。『
集
訓
』
云
、
人
處
帀
則
諠
、
曰

。
會
意
字
也
。

憒
鬧
。
上
の
字
の
音
は
会か
い

。『
説
文
』
に
は
、
憒
は
乱
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
下
の
字
の
音
は
「
拏だ

効こ
う

の
反
（
ド
ウ
）」
で
あ
る
。
俗
字
で
あ
る
。
正
体
字

は
「
巿
」（「
帀
」
字
の
訛
か
）
と
「
人
」
を
組
み
合
わ
せ
て
、

と
な
る
。『
集
訓
』
に
は
、
人
が
帀
（
混
ん
で
い
る
と
こ
ろ
）
に
い
れ
ば
騒
が
し
く
な
る
。

そ
の
様
子
は

と
い
う
。
会
意
字
で
あ
る
。

と
あ
る
。
ま
た
、
唐
の
顔
元
孫
（
顔
真
卿
の
叔
父
）
が
撰
し
た
『
干
禄
字
書
』（
科
挙
試
験
の
た
め
の
字
書
）
に
も
「
鬧
、

、
上
通
下
正
（
鬧
と

と
は
、
上

の
字
が
通
用
字
で
下
の
字
は
正
体
字
で
あ
る
）」
と
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、「
鬧
」
=
「

」
字
は
や
は
り
中
世
的
な
口
語
を
基
と
す
る
も
の
で
あ
る（

４
）。
そ
し
て

「

」
字
の
構
成
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
も
と
は
専
ら
人
間
が
多
く
騒
い
で
乱
れ
る
様
子
を
表
現
す
る
字
で
あ
る
。
従
っ
て
早
期
の
用
例
に
は
人
間
が
集
ま
る

環
境
以
外
に
用
い
ら
れ
る
も
の
は
一
つ
も
な
い
。

　

第
二
に
、「
鬧
」
字
は
五
世
紀
前
期
に
は
「
憒
鬧
」
と
い
う
原
点
を
離
れ
て
さ
ま
ざ
ま
な
展
開
を
見
せ
、仏
教
の
世
界
に
お
い
て
一
般
的
な
表
現
と
な
っ
て
い
た
。

南
朝
時
代
に
入
る
と
、
仏
教
の
普
及
と
と
も
に
、
そ
の
影
響
を
受
け
て
儒
教
・
道
教
の
文
献
に
も
「
鬧
」
字
が
使
用
さ
れ
始
め
る
。
し
か
し
、
儒
教
・
道
教
の
用

例
は
な
お
稀
で
あ
り
、
当
時
一
般
的
に
使
用
さ
れ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
と
は
い
え
、「
鬧
」
字
が
そ
れ
以
降
、
よ
り
一
般
的
な
文
化
生
活
に
お
い
て
用
い
ら
れ

て
い
く
傾
向
は
窺
え
る
。
同
時
に
、『
南
斉
書
』・『
周
書
』
の
用
例
が
示
す
よ
う
に
、
南
北
朝
の
民
間
に
お
い
て
は
「
鬧
」
字
を
も
っ
て
地
名
や
人
名
と
す
る
こ

と
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
話
し
言
葉
の
な
か
で
用
い
ら
れ
た
様
子
も
窺
え
る
。

　

第
三
に
、
仏
教
思
想
は
禅
定
清
静
を
尊
ぶ
た
め
、
東
晋
南
北
朝
期
に
見
え
る
「
鬧
」
字
の
用
例
は
、
専
ら
否
定
的
な
意
味
合
い
の
語
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
特
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に
戒
律
を
説
く
文
献
に
お
い
て
、
僧
人
に
禁
じ
ら
れ
た
行
為
の
条
目
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

二
、
人
間
社
会
の
騒
が
し
く
賑
や
か
な
「
鬧
」

―
唐
詩
の
世
界

―

　
東
晋
南
北
朝
時
代
の
仏
教
的
な
圏
域
に
お
い
て
、「
鬧
」
は
禅
定
清
静
の
反
面
と
し
て
、
全
く
マ
イ
ナ
ス
の
表
現
で
あ
っ
た
。
そ
れ
と
同
じ
く
、
中
世
貴
族
文

化
に
お
い
て
も
「
清
」
を
尊
ぶ
思
想
の
も
と
、「
鬧
」
は
マ
イ
ナ
ス
な
も
の
と
見
な
さ
れ
た（

５
）。
社
会
の
上
層
部
の
「
清
」
な
る
世
界
に
生
き
た
中
世
士
族
に
と
っ

て
は
、
下
層
の
雑
然
た
る
庶
民
生
活
は
ま
さ
し
く
「
鬧
」
な
る
世
界
と
し
て
否
定
的
に
捉
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。『
南
斉
書
』
巻
六
明
帝
紀
の
記
事
に
は
、
こ
の

階
層
間
の
文
化
的
な
格
差
が
鮮
明
に
表
わ
さ
れ
て
い
る
。

王
子
侯
舊
乘
纏
帷
車
、
高
宗
獨
乘
下
帷
、
儀
従
如
素
士
。
公
事
混
撓
、
販
食
人
擔
火
誤
燒
牛
鼻
。
豫
章
王
白
世
祖
、
世
祖
笑
焉
。

王
子
侯
（
諸
王
の
息
子
で
あ
る
侯
）
が
纏
帷
車
に
乗
る
の
は
昔
か
ら
の
慣
例
で
あ
っ
た
が
、
高
宗
（
明
帝
蕭
鸞
、
当
時
は
な
お
臣
下
で
あ
っ
た
）
は
レ
ベ
ル

の
低
い
下
帷
車
に
乗
り
、
そ
の
儀
従
の
規
模
は
よ
り
低
い
身
分
の
素
士
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
公
事
中
に
雑
然
と
し
て
騒
が
し
か
っ
た
の
で
、
食
べ
物
売
り
が

火
（
火
炉
か
）
を
運
ぶ
時
に
誤
っ
て
鸞
の
車
を
引
く
牛
の
鼻
を
焼
い
た
。
豫
章
王
（
蕭
嶷
）
が
こ
れ
を
世
祖
（
斉
の
武
帝
）
に
話
す
と
、
世
祖
は
笑
っ
た
。

　

雑
然
と
し
て
騒
が
し
い
庶
民
の
世
界
は
、
貴
族
と
は
無
縁
な
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
な
の
に
、
質
朴
な
蕭
鸞
は
そ
の
境
界
を
超
え
て
庶
民
と
接
し
た
。
そ
の
結
果
、

牛
の
鼻
が
誤
っ
て
火
に
焼
か
れ
、
他
の
皇
族
の
間
で
笑
い
話
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
上
位
の
階
層
か
ら
み
れ
ば
、「
鬧
」
が
厭
わ
し
い
状
態
と
さ
れ
る
の
も
当

然
で
あ
ろ
う
。

　

当
時
、
士
族
階
層
に
属
す
る
者
は
、
し
ば
し
ば
隠
逸
を
試
み
た
。
隠
者
に
と
っ
て
は
、
陶
淵
明
の
名
句
「
結
廬
在
人
境
、
而
無
車
馬
喧
（
庵
を
人
の
暮
ら
す
場

所
に
建
て
て
い
る
が
、
車
馬
の
喧
し
さ
を
感
じ
な
い
）」
が
示
す
よ
う
に
、
庶
民
社
会
の
み
な
ら
ず
、
人
間
社
会
全
体
が
喧
し
い
=
「
鬧
」
な
る
世
界
と
な
っ
て

い
た
。
つ
ま
り
、
人
々
が
活
動
す
る
世
俗
の
外
的
な
世
界
は
隠
者
の
内
的
な
心
の
世
界
と
は
対
極
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
隠
者
に
と
っ

て
の
「
鬧
」
は
、
仏
教
者
に
と
っ
て
の
そ
れ
と
同
様
の
位
相
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

唐
宋
時
代
に
入
る
と
、
こ
の
仏
教
的
な
要
素
と
士
族
的
（
特
に
隠
逸
的
）
な
要
素
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
、「
鬧
」
字
は
詩
文
に
お
い
て
も
次
第
に
用
い
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。
特
に
中
唐
に
お
け
る
所
謂
韓
柳
元
白
な
ど
の
元
和
詩
人
た
ち
に
、「
鬧
」
字
が
急
速
に
多
用
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
中
で
、
最
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も
「
鬧
」
字
を
愛
用
す
る
の
は
白
居
易
（
七
七
二
～
八
四
六
）
で
あ
る
。
唐
代
の
詩
人
に
は
「
鬧
」
字
を
用
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
一
・
二
例
か
ら
数
例
ま
で
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
『
白
氏
文
集
』
に
お
い
て
は
二
十
二
箇
所
に
見
え
、
ほ
か
の
作
者
に
比
べ
て
桁
違
い
に
多
い
。

　
白
居
易
の
場
合
に
は
、「
鬧
」
字
は
殆
ど
マ
イ
ナ
ス
の
価
値
を
有
す
る
も
の
と
し
て
表
現
さ
れ
て
お
り
、東
晋
南
朝
時
期
と
同
じ
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
「
渭

村
退
居
寄
禮
部
崔
侍
郎
翰
林
錢
舍
人
詩
一
百
韻
」（『
白
氏
文
集
』
巻
十
五
）
に
は

犬
吠
村
胥
鬧　

犬
が
吠
え
、
村
の
下
級
役
人
が
騒
ぎ

蟬
鳴
織
婦
忙　

セ
ミ
が
鳴
き
、
婦
人
た
ち
は
布
を
織
る
作
業
に
忙
し
い

（
６
）

と
あ
る
。
特
に
注
意
す
べ
き
は
、「
鬧
」
と
「
閑
」
と
が
対
偶
関
係
に
あ
っ
て
用
い
ら
れ
る
例
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
で
あ
る
。
白
居
易
に
と
っ
て
は
、「
閑
」
が

理
想
的
な
状
態
と
さ
れ
て
い
た
の
で
、「
鬧
」
は
や
は
り
否
定
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。「
安
穩
眠
」（『
白
氏
文
集
』
巻
五
十
二
）
に
は

眼
逢
鬧
處
合　

目
は
騒
が
し
い
と
こ
ろ
に
逢
え
ば
閉
じ

心
向
閑
時
用　

心
は
の
ん
び
り
す
る
時
に
働
く

　
「
菩
提
寺
上
方
晚
望
香
山
寺
寄
舒
員
外
」（『
白
氏
文
集
』
巻
六
十
三
）
に
は

西
京
鬧
於
市　

西
の
都
の
長
安
は
市い

ち

よ
り
も
騒
が
し
く

東
洛
閑
如
社　

東
の
都
の
洛
陽
は
社や
し
ろの
よ
う
に
の
ん
び
り
し
て
い
る

　
「
諭
親
友
」（『
白
氏
文
集
』
巻
六
十
五
）
に
は

煩
鬧
榮
華
猶
易
過　

騒
が
し
い
栄
華
は
あ
っ
け
な
く
過
ぎ
去
り

優
閑
福
祿
更
難
銷　

の
ん
び
り
と
過
ご
す
福
禄
は
更
に
尽
く
し
が
た
い

　
「
自
題
酒
庫
」（『
白
氏
文
集
』
巻
六
十
七
）
に
は

送
愁
還
鬧
處　

愁
い
を
騒
が
し
い
と
こ
ろ
に
送
り
返
し

移
老
入
閑
中　

老
い
を
静
け
さ
の
中
に
導
き
入
れ
る

　
「
歳
暮
夜
長
病
中
燈
下
聞
盧
尹
夜
宴
以
詩
戲
之
且
爲
來
日
張
本
也
」（『
白
氏
文
集
』
巻
六
十
九
）
に
は

榮
鬧
興
多
嫌
晝
短　

栄
華
の
騒
ぎ
に
興
を
尽
く
し
、
昼
間
が
短
い
の
を
嫌
う
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衰
閑
睡
少
覺
明
遲　

衰
老
ゆ
え
に
睡
眠
が
足
り
ず
、
暁
の
訪
れ
が
遅
く
感
じ
ら
れ
る

と
あ
る
。
ま
た
、
一
句
の
中
に
「
鬧
」
と
「
閑
」
を
対
と
す
る
例
も
あ
る
。「
宿
裴
相
公
興
化
池
亭
」（『
白
氏
文
集
』
巻
五
十
六
）
に
は

孫
弘
閣
鬧
無
閑
客　

漢
の
宰
相
で
あ
る
公
孫
弘
の
東
閣
は
騒
が
し
く
、
の
ん
び
り
過
ご
す
客
は
な
く

傅
説
舟
忙
不
借
人　

商
の
宰
相
で
あ
る
傅
説
と
も
言
う
べ
き
（『
尚
書
』
説
命
の
故
事
を
用
い
る
）
舟
は
忙
し
く
、
人
に
貸
し
出
せ
な
い

「
自
詠
」（『
白
氏
文
集
』
巻
六
十
六
）
に
は

闘
閑
僧
尚
鬧　

閑
の
程
度
を
競
え
ば
僧
人
の
ほ
う
が
（
私
よ
り
も
）
騒
が
し
く

較
瘦
鶴
猶
肥　

痩
せ
具
合
い
を
比
べ
れ
ば
鶴
の
ほ
う
が
（
私
よ
り
も
）
ふ
く
よ
か
で
あ
る

「
奉
酬
淮
南
牛
相
公
思
黯
見
寄
二
十
四
韻
」（
同
上
）
に
は

自
覺
閑
勝
鬧　

静
け
さ
は
騒
が
し
さ
に
勝
る
と
自
ら
思
い
な
が
ら

遙
知
醉
笑
禪　

酔
っ
ぱ
ら
う
貴
方
は
座
禅
し
て
い
る
私
を
笑
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
遠
く
遥
か
に
思
い
や
る

「
詠
懷
寄
皇
甫
朗
之
」（『
白
氏
文
集
』
巻
六
十
七
）
に
は

學
調
氣
後
衰
中
健　

調
気
の
術
を
学
べ
ば
、
衰
老
の
中
よ
り
元
気
が
生
じ

不
用
心
來
鬧
處
閑　

心
を
悩
ま
さ
な
く
な
っ
て
か
ら
は
、
騒
が
し
さ
の
中
に
も
の
ん
び
り
で
き
る

と
あ
る
。
い
ず
れ
も
「
鬧
」
を
「
愁
」「
煩
」
な
ど
の
感
覚
と
結
び
付
け
て
、「
閑
」
の
反
面
を
な
す
不
快
の
状
態
と
し
て
捉
え
て
い
る（

７
）。

　

周
知
の
よ
う
に
、
白
居
易
は
「
香
山
居
士
」
と
名
乗
り
、
仏
教
を
深
く
信
仰
し
た
。「
鬧
」
に
つ
い
て
の
彼
の
観
念
は
そ
れ
ま
で
の
仏
教
文
献
に
お
け
る
「
鬧
」

の
系
譜
か
ら
把
握
す
べ
き
で
あ
る
。
前
に
掲
げ
た
『
大
智
度
論
』
の
句
に
は
「
鬧
」
を
「
閑
」
の
関
連
性
を
説
く
の
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
『
長
阿
含
経
』
巻
四
（『
大

正
蔵
』
一
／23c

）
に
は

宜
自
抑
損
、
去
離
憒
鬧
、
隱
處
閑
居
、
以
崇
道
術
。

自
ら
を
抑
え
て
、
憒
鬧
か
ら
離
れ
去
り
、
閑
静
に
隠
居
し
、
道
術
を
尊
ぶ
べ
き
だ
。

『
雑
阿
含
経
』
巻
二
十
九
（『
大
正
蔵
』
二
／206a

）
に
は

復
次
比
丘
、
空
閑
林
中
、
離
諸
憒
鬧
。
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比
丘
た
ち
よ
、
林
の
中
に
空
閑
し
、
様
々
な
憒
鬧
か
ら
離
れ
よ
う
。

　
『
大
般
涅
槃
経
』
巻
二
十
七
（『
大
正
蔵
』
十
二
／527b

）
に
は

聞
是
經
已
、
親
近
修
習
、
遠
離
一
切
世
間
之
事
︙
︙
（
中
略
）
︙
︙
已
近
空
閑
處
、
遠
離
憒
鬧
、
是
名
寂
靜
。

こ
の
経
を
聞
き
終
え
た
ら
、
そ
れ
に
深
く
親
し
み
修
業
し
、
あ
ら
ゆ
る
世
間
の
こ
と
か
ら
遠
く
離
れ
︙
︙
（
中
略
）
︙
︙
空
閑
な
る
所
に
近
づ
き
、
憒
鬧
か

ら
遠
く
離
れ
れ
ば
、
そ
れ
を
寂
静
と
名
付
け
る
。

と
あ
る
よ
う
に
、
白
居
易
詩
に
み
え
る
図
式
は
、
東
晋
末
期
に
翻
訳
さ
れ
た
仏
典
に
多
く
み
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
白
居
易
が
そ
れ
を
継
承
し
た
の
は
間
違
い
な

い
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
唐
末
に
至
り
、
こ
の
「
鬧
」
と
「
閑
」
の
関
係
図
式
を
も
う
一
歩
進
め
、
本
来
は
「
閑
」
で
あ
っ
た
仏
教
ま
で
も
「
鬧
」
と
し
て
把
握
し
た
の
は
、
司

空
図
「
狂
題
十
八
首
」（『
司
空
表
聖
詩
集
』
巻
三
）
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は

老
禪
剩
仗
莫
過
身　

老
い
た
禅
者
の
私
に
は
、
頼
れ
る
の
は
我
が
身
だ
け

遠
岫
孤
雲
見
亦
頻　

遠
い
山
の
峰
や
ポ
ツ
ン
と
浮
か
ぶ
雲
を
い
つ
ま
で
も
眺
め
て
い
る

應
是
佛
邊
猶
怕
鬧　

仏
様
の
そ
ば
も
騒
が
し
く
し
て
厭
わ
し
い
に
違
い
な
い

信
縁
須
作
且
閑
人　

縁
を
信
じ
る
な
ら
ば
、
ひ
と
ま
ず
は
閑
人
と
な
る
の
が
よ
か
ろ
う

と
い
う
一
首
が
あ
っ
て
、
仏
の
世
界
も
騒
々
し
い
だ
ろ
う
か
ら
、
ひ
と
ま
ず
は
閑
な
暮
ら
し
を
続
け
よ
う
と
言
う
。「
狂
題
」
と
あ
る
よ
う
に
、
通
常
の
規
範
を

は
ず
れ
た
想
念
を
自
由
に
述
べ
た
作
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
仏
の
世
界
を
「
鬧
」
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
白
居
易
は
「
吏
隠
（
官
界
に
身
を
置
き
な
が
ら
隠
逸
を
実
践
す
る
）」
の
典
型
的
な
人
物
と
も
さ
れ
て
い
る
。
官
僚
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
隠
者
で

あ
る
と
い
う
自
己
認
識
を
持
つ
彼
に
と
っ
て
、
栄
達
と
と
も
に
生
ず
る
「
鬧
」
が
否
定
的
状
態
と
し
て
把
握
さ
れ
る
の
も
当
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
実
際
に
は
、

隠
逸
文
学
に
お
け
る
「
鬧
」
に
つ
い
て
の
表
現
は
白
居
易
よ
り
早
く
、唐
初
の
王
績
（
五
八
五
～
六
四
四
）「
過
程
處
士
飲
率
爾
成
詠
」（
五
巻
本
『
王
無
功
文
集
』

巻
二
）
に
す
で
に
見
え
る
。
な
お
、
こ
れ
は
「
鬧
」
字
が
詩
に
用
い
ら
れ
る
最
も
早
い
例
で
あ
る
。

莫
道
山
中
泉
石
好　

山
中
の
泉
や
石
が
素
晴
ら
し
い
と
い
っ
て
は
い
け
な
い

莫
畏
人
間
行
路
難　

人じ
ん
か
ん間
の
道
に
苦
労
が
多
い
と
畏
れ
て
は
い
け
な
い
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蜀
郡
鑪
家
何
必
鬧　

蜀
郡
の
居
酒
屋
は
必
ず
し
も
喧
し
く
は
な
い
し

宜
城
酒
店
舊
来
寛　

宜
城
の
酒
店
は
昔
か
ら
寛
げ
る
場
で
あ
る

山
の
閑
静
な
る
環
境
に
愛
着
す
る
必
要
が
な
い
。
人
間
社
会
の
危
い
道
も
進
む
の
に
難
し
く
な
い
。
隠
者
で
あ
る
詩
人
と
す
れ
ば
奇
妙
な
議
論
で
あ
る
よ
う
だ
が
、

こ
れ
は
「
友
人
と
会
う
た
め
な
ら
苦
労
を
辞
さ
な
い
」
と
い
う
気
持
ち
を
強
調
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
独
特
な
修
辞
で
あ
っ
て
、
隠
者
の
本
音
で
は
な
い
。
こ

の
表
現
は
む
し
ろ
人
間
社
会
は
喧
し
く
て
嫌
わ
し
い
と
い
う
認
識
を
前
提
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
山
に
隠
居
す
る
王
績
に
と
っ
て
市
中
の
庶
民
社
会
は
「
鬧
」

の
世
界
で
あ
る
。
官
界
に
隠
居
す
る
白
居
易
は
栄
達
を
め
ざ
す
官
僚
た
ち
の
社
交
場
を
「
鬧
」
と
把
握
し
て
い
た
。「
隠
」
の
空
間
は
違
う
が
、
両
者
の
態
度
は

根
本
で
は
共
通
す
る
と
い
え
よ
う
。

　

し
か
し
、
一
方
で
、
唐
詩
に
お
い
て
は
「
鬧
」
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
意
味
で
用
い
ら
れ
る
作
品
も
書
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
に
は
新
し
い
動
向
が
窺
え
る
。

例
え
ば
、
数
は
少
な
い
も
の
の
、
杜
甫
（
七
一
二
～
七
七
〇
）
の
詩
に
は
「
鬧
」
字
が
二
例
見
え
、
と
も
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
方
向
を
持
つ
表
現
で
あ
る
。「
雨
過

蘇
端
」（『
杜
工
部
集
』
巻
二
）
に
は

親
賓
縱
談
謔　

親
戚
た
ち
が
集
ま
っ
て
存
分
に
語
ら
い
合
う

喧
鬧
慰（

８
）衰
老　

老
い
衰
え
た
わ
た
し
は
そ
の
賑
や
か
な
雰
囲
気
に
慰
め
ら
れ
た

と
あ
る
。「
喧
鬧
」
は
歓
迎
さ
れ
る
状
態
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
寒
食
」（『
杜
工
部
草
堂
詩
箋
』
巻
四
十
）
に
は

田
父
要
皆
去　

農
夫
に
誘
わ
れ
る
と
、
い
つ
も
共
に
出
か
け

鄰
家
鬧
不
違　

隣
人
が
喧
し
く
す
れ
ば
、
そ
れ
に
は
逆
ら
え
な
い

と
あ
る
。
隣
家
の
喧
し
い
要
請
に
対
し
て
、
あ
え
て
「
不
違
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
、「
し
よ
う
が
な
い
な
。
で
は
一
緒
に
行
こ
う
」
と
い
う
よ
う
に
笑
っ
て

い
る
杜
甫
（
あ
る
い
は
農
民
た
ち
か
）
の
姿
を
活
写
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
句
の
「
鬧
」
字
に
は
「
問
」
や
「
閑
」
と
す
る
異
文
が
あ
り
、
各
種
の
注
は

「
問
」
字
が
正
し
い
と
主
張
す
る
も
の
が
多
い
。
従
っ
て
こ
の
用
例
は
杜
甫
詩
の
原
文
で
は
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

　
「
鬧
」
字
の
意
義
が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
方
向
で
把
握
さ
れ
て
い
た
盛
唐
期
に
お
い
て
、「
鬧
」
な
る
状
態
に
対
す
る
杜
甫
の
好
意
的
な
態
度
は
実
に
独
特
で
あ
る
。

老
後
の
杜
甫
は
中
央
官
界
か
ら
離
れ
、
庶
民
と
と
も
に
貧
し
く
寂
し
い
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
周
り
の
農
民
た
ち
の
賑
や
か
な
言
動
に
は
親
密
な
好

意
を
感
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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前
述
の
よ
う
に
、
白
居
易
の
詩
に
お
い
て
「
鬧
」
字
は
殆
ど
が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
杜
甫
と
同
じ
く
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
表
現
さ
れ
る
例

も
絶
無
で
は
な
い
。
例
え
ば
、「
題
周
皓
大
夫
新
亭
子
二
十
二
韻
」（『
白
氏
文
集
』
巻
十
五
）
に
は

輝
赫
車
輿
鬧　

豪
華
に
き
ら
め
く
車
馬
が
賑
や
か
で

珍
奇
鳥
獸
馴　

珍
奇
な
る
鳥
獣
が
人
に
馴
染
む

ま
た
、
蘇
州
太
守
に
任
じ
ら
れ
た
時
の
生
活
を
追
憶
す
る
「
憶
旧
遊
」（『
白
氏
文
集
』
巻
五
十
一
）
に
は

閶
門
曉
嚴
旗
鼓
出　

朝
に
厳
戒
す
る
閶
門
（
蘇
州
の
西
門
）
か
ら
旗
鼓
の
行
列
が
出
て

皐
橋
夕
鬧
船
舫
迴　

夕
暮
れ
に
皐
橋
は
賑
や
か
で
（
閶
門
か
ら
入
城
し
た
）
舟
の
群
れ
が
帰
っ
て
く
る

と
あ
る
。
夕
暮
れ
の
運
河
の
賑
や
か
な
場
面
を
描
く
後
者
に
お
い
て
、「
鬧
」
字
は
い
わ
ば
「
句
眼
」
と
し
て
効
果
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

三
、
自
然
界
に
お
け
る
賑
や
か
な
「
鬧
」

―
唐
宋
時
代
の
詩
詞

―

　

白
居
易
の
詩
に
表
現
さ
れ
る
「
鬧
」
は
、
東
晋
南
朝
時
代
の
趨
勢
と
同
じ
く
、
人
間
世
界
を
対
象
と
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
人
間
世
界
以
外
の
存

在
に
も
対
象
が
拡
大
し
て
ゆ
く
傾
向
が
見
え
る
。「
雪
中
晏
起
偶
詠
所
懷
兼
呈
張
常
侍
韋
庶
子
皇
甫
郎
中
雜
言
」（『
白
氏
文
集
』
巻
六
十
三
）
に
は

紅
塵
鬧
熱（

９
）白
雲
冷　
　
　

世
間
は
熱
く
賑
や
か
で
白
雲
は
冷
た
く

好
於
冷
熱
中
間
安
置
身　

こ
の
冷
た
さ
と
熱
さ
の
間
こ
そ
我
が
身
を
落
ち
着
け
る
に
ふ
さ
わ
し
い

「
箏
」（『
白
氏
文
集
』
巻
六
十
四
）
に
は

趙
瑟
清
相
似　

趙
国
の
瑟
の
清
ら
か
な
音
は
互
い
に
似
て
お
り

胡
琴
鬧
不
同　

胡
地
の
琴
の
騒
が
し
い
音
は
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る

と
あ
る
。
白
居
易
と
同
じ
時
期
、
韓
愈
（
七
六
八
～
八
二
四
）「
潭
州
泊
舡
呈
諸
公
」（『
詳
注
昌
黎
先
生
文
集
』
遺
文
巻
一
）
に
は

夜
寒
眠
半
覺　

夜
は
寒
く
て
眠
り
は
半
ば
覚
め
る

鼓
笛
鬧
嘈
嘈　

鼓
と
笛
の
音
が
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
騒
が
し
い
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と
あ
る
。「
紅
塵
」
は
人
間
世
界
で
あ
り
、
箏
・
鼓
・
笛
な
ど
も
も
ち
ろ
ん
人
間
が
演
奏
す
る
楽
器
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
の
「
鬧
」
は
人
間
社
会
の
騒
ぎ

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
表
現
形
式
上
、
そ
の
主
語
は
人
間
で
は
な
く
、「
紅
塵
」
や
楽
器
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
動
き
の
中
か
ら
、
人
間
世
界
を
離
れ
て
自
然
界
の
音
声
も
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
く
。
す
な
わ
ち
、
蝦
蟇
・
猿
・
馬
・
犬
・
鳥
・
虫
な
ど

の
声
や
水
・
風
な
ど
の
音
が
織
り
な
す
「
鬧
」
の
世
界
が
表
現
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
動
物
の
場
合
を
見
て
み
よ
う
。
最
も
早
い
用
例
は
、
や
は
り
韓
愈
の
詩
に
あ
り
、「
答
柳
柳
州
食
蝦
蟇
」（
宋
蜀
本
『
昌
黎
先
生
文
集
』
巻
六
）
に
は

鳴
聲
相
呼
和　

蝦
蟇
の
鳴
き
声
は
呼
び
合
い

無
理
只
取
鬧　

理
も
知
ら
ず
に
無
闇
や
た
ら
と
騒
ぎ
立
て
る
だ
け
だ

と
あ
る
。
こ
の
句
は
後
に
「
無
理
取
鬧
」
と
い
う
成
語
を
生
み
出
す
。
現
在
こ
の
成
語
は
「
相
手
に
無
理
や
り
に
言
い
が
か
り
を
つ
け
る
」
と
理
解
さ
れ
る
が
、

韓
愈
当
時
に
は
そ
の
意
図
が
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
蝦
蟇
が
自
分
勝
手
に
鳴
い
た
だ
け
で
、
韓
愈
に
対
し
て
何
ら
か
の
意
図
を
持
っ
て
騒
ぎ
立

て
た
の
で
は
な
い
（
こ
の
よ
う
に
時
代
と
と
も
に
生
じ
た
語
義
の
変
化
の
背
後
に
は
、
後
で
述
べ
る
よ
う
に
「
鬧
」
の
意
味
内
容
の
中
世
か
ら
近
世
へ
の
転
換
を

想
定
で
き
よ
う
）。

　

韓
愈
以
降
、
動
物
の
「
鬧
」
を
表
現
す
る
詩
の
例
が
い
く
つ
か
見
え
る
よ
う
に
な
る
。
元
稹
（
七
七
九
～
八
三
一
）「
酬
樂
天
東
南
行
詩
一
百
韻
」（『
元
氏
長

慶
集
』
巻
十
二
）
に
は

鯨
吞
近
溟
漲　

鯨
が
溟
海
・
漲
海
の
近
く
で
大
き
な
口
を
あ
け

猿
鬧
接
黔
巫　

猿
が
黔
中
・
巫
山
の
あ
た
り
で
喧
し
く
騒
ぐ

貫
休
（
八
三
二
～
九
一
二
）「
宿
深
村
」（『
禅
月
集
』
巻
六
）
に
は

行
行
一
宿
深
村
裏　

休
ま
ず
に
旅
を
続
け
て
、
奥
深
い
村
に
一
泊
す
れ
ば

雞
犬
豐
年
鬧
如
市　

豊
年
の
鶏
や
犬
が
賑
や
か
に
騒
い
で
市
が
立
っ
た
か
の
よ
う
だ

韋
莊
（
八
三
六
～
九
一
〇
）「
下
第
題
靑
龍
寺
僧
房
」（『
浣
花
集
』
巻
一
）
に
は

馬
嘶
春
陌
金
羈
鬧　

馬
は
春
の
道
に
嘶
い
て
金
属
の
馬
具
が
騒
が
し
く

鳥
睡
華
林
繡
羽
香　

鳥
は
花
の
林
に
眠
り
、
錦
の
よ
う
な
羽
も
香
り
立
つ
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同
上
「
題
姑
蘇
凌
處
士
莊
」（『
浣
花
集
』
巻
四
）
に
は

華
深
遠
岸
黃
鶯
鬧　

花
は
遠
い
岸
を
埋
め
つ
く
し
、
鶯
が
騒
が
し
く
鳴
き

雨
急
春
塘
白
鷺
閑　

雨
は
春
池
に
降
り
注
ぎ
、
白
鷺
が
の
ん
び
り
と
舞
う

と
あ
る
。
宋
代
に
入
る
と
、
こ
の
種
の
表
現
は
数
多
く
、
特
に
南
宋
の
江
湖
詩
人
に
は
蛙
や
鳥
を
対
象
と
す
る
用
例
が
多
い
。
鳥
の
場
合
は
、
鴉
・
か
さ
さ
ぎ
な

ど
、
様
々
な
種
類
が
見
え
る
。
例
え
ば
王
之
道
（
一
〇
九
三
～
一
一
六
九
）「
舟
過
三
丫
河
」（『
相
山
集
』
巻
七
）
に
「
不
堪
歸
思
亂
、
鳥
鵲
閙
黄
昏
（
故
郷
に

帰
る
気
持
ち
の
乱
れ
に
堪
え
ら
れ
な
い
の
は
、
か
さ
さ
ぎ
が
夕
暮
れ
に
騒
い
で
い
る
か
ら
）」、
沈
端
節
（
南
宋
初
）「
南
歌
子
」（『
克
斎
詞
』）
に
「
遠
樹
昏
鴉
鬧

（
遠
く
の
樹
に
は
夕
暮
れ
の
烏
が
騒
ぎ
立
つ
）」
な
ど
と
あ
る
の
は
そ
れ
で
あ
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
宋
代
、
特
に
南
宋
期
の
詩
（
詞
）
人
に
は
、
小
さ
な
虫
に
視
線
を
向
け
、
そ
の
小
さ
な
世
界
を
賑
や
か
な
世
界
と
し
て
表
現
す
る
傾
向
が
強
く
な

る
。
蘇
軾
の
親
友
で
も
あ
る
北
宋
の
詩
僧
道
潜
（
参
寥
、
一
〇
四
三
～
一
一
〇
六
）「
夏
日
山
居
七
首
」（『
参
寥
子
集
』
巻
一
）
に
は

遠
壑
尚
餘
殘
照　

遠
い
谷
に
は
な
お
夕
陽
が
残
り

飛
蚊
已
鬧
前
簷　

蚊
は
す
で
に
軒
先
に
騒
ぎ
始
め
た

両
宋
の
際
の
曹
勲
（
一
〇
九
六
～
一
一
七
七
）「
山
居
雑
詩
」（『
松
隠
集
』
巻
二
十
一
）
に
は

落
葉
聚
蛛
網　

散
っ
た
葉
は
蜘
蛛
の
巣
に
か
ら
ま
り

殘
莎
鬧
蛩
聲　

萎
れ
た
莎
草
（
香
附
子
）
に
は
鈴
虫
の
声
が
騒
が
し
い

南
宋
の
范
成
大
（
一
一
二
六
～
一
一
九
三
）「
請
息
齋
書
事
」（『
石
湖
詩
集
』
巻
二
十
五
）
に
は

聚
蚋
醯
邊
鬧
似
雷　

蚋
の
群
れ
が
酢
の
壺
の
周
り
に
雷
の
よ
う
に
騒
ぎ
立
ち

乞
兒
爭
背
向
寒
灰　

乞
食
た
ち
は
争
っ
て
（
燃
え
残
っ
た
）
冷
た
い
灰
に
向
か
う

方
千
里
（
十
二
世
紀
前
期
）「
隔
浦
蓮
」
詞
（『
和
清
真
詞
』）
に
は

鳴
蟬
鬧　
　
　

鳴
く
蝉
は
騒
が
し
く

暗
緑
藏
臺
沼　

暗
緑
色
の
草
が
台
と
沼
を
埋
め
つ
く
す

呉
文
英
（
十
三
世
紀
前
期
）「
天
香
（
蠟
梅
）」
詞
（『
夢
窓
稿
』
巻
三
）
に
は
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記
得
短
亭
歸
馬
、
暮
衙
蜂
鬧　

思
い
出
す
の
は
、
短
亭
に
帰
る
馬
と
、
夕
暮
れ
の
巣
に
騒
ぎ
立
つ
蜂

と
あ
る
。

　

自
然
界
で
音
声
を
発
す
る
の
は
動
物
だ
け
で
は
な
い
。
灘
・
泉
・
渓
・
雨
な
ど
の
流
水
か
ら
も
賑
や
か
な
音
が
聞
こ
え
る
。
こ
の
種
の
「
鬧
」
の
表
現
の
濫
觴

と
な
る
の
は
や
は
り
元
和
詩
人
で
あ
る
。
韓
愈
と
と
も
に
「
韓
孟
」
と
並
称
さ
れ
る
孟
郊
（
七
五
一
～
八
一
四
）「
生
生
亭
」（『
孟
東
野
詩
集
』
巻
五
）
に
は

灘
鬧
不
妨
語　

早
瀬
は
騒
が
し
い
が
話
の
妨
げ
に
は
な
ら
な
い

跨
溪
仍
置
亭　

そ
こ
で
渓
を
跨
い
で
亭
を
建
て
る

と
あ
る
。
そ
の
後
、
晩
唐
の
韋
莊
（
八
三
六
～
九
一
〇
）「
山
墅
閑
題
」（『
浣
花
集
』
巻
五
）
に
は

靜
極
却
嫌
流
水
鬧　

静
け
さ
が
極
ま
る
と
、
流
水
の
騒
が
し
さ
が
か
え
っ
て
厭
わ
し
く

閑
多
飜
笑
野
雲
忙　

ま
っ
た
く
閑
に
な
れ
ば
、
野
を
蔽
う
雲
の
忙せ
わ

し
な
さ
が
か
え
っ
て
可
笑
し
く
見
え
る

陸
亀
蒙
（
？
～
八
八
一
）「
和
夏
景
無
事
因
懐
章
來
二
上
人
韻
」（
其
二
、『
松
陵
集
』
巻
七
）
に
は

忽
憶
髙
僧
坐
夏
堂　

ふ
と
夏
の
堂
に
座
る
高
僧
を
思
い
出
す

厭
泉
聲
鬧
笑
雲
忙　
（
高
僧
は
）
泉
の
騒
が
し
い
音
を
嫌
い
雲
の
あ
わ
た
だ
し
さ
を
笑
っ
て
い
る

同
上
「
潤
州
江
口
送
人
謁
池
陽
衛
郎
中
」（『
甫
里
集
』
巻
八
）
に
は

閒
隨
野
酔
溪
聲
鬧　

の
ん
び
り
と
野
外
で
酔
っ
ぱ
ら
え
ば
、
溪
声
が
騒
が
し
く

獨
伴
清
譚
曉
色
殘　

独
り
で
清
ら
か
な
淵
の
傍
に
座
れ
ば
、
暁
の
気
配
が
薄
れ
て
ゆ
く

杜
荀
鶴
（
八
四
六
～
九
〇
四
）「
和
舎
弟
題
書
堂
」（『
杜
荀
鶴
文
集
』
巻
三
）
に
は

巖
泉
遇
雨
多
還
鬧　

岩
の
泉
は
雨
が
多
く
降
り
注
い
だ
た
め
に
騒
が
し
く

溪
竹
唯
風
少
即
凉　

溪
谷
の
竹
は
風
が
少
し
吹
く
だ
け
で
涼
し
い（

（1
（

鄭
谷
（
八
四
九
～
九
一
一
）「
蜀
中
夏
日
自
貽
」（『
鄭
守
愚
文
集
』
巻
二
）
に
は　

漲
江
垂
蝃
蝀　

漲
る
川
に
虹
が
垂
れ
て

驟
雨
鬧
芭
蕉　

突
然
の
雨
が
芭
蕉
を
騒
が
せ
る
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北
宋
の
韓
維
（
一
〇
一
七
～
一
〇
九
八
）「
対
雨
思
蘇
子
美
」（『
南
陽
集
』
巻
一
）
に
は

回
風
颯
颯
吹
暮
寒　

つ
む
じ
風
は
ひ
ゅ
う
ひ
ゅ
う
と
夕
暮
れ
に
寒
々
し
く
吹
き

翠
竹
黄
蕉
雨
聲
鬧　

翠
の
竹
と
黄
色
い
芭
蕉
は
雨
の
音
に
騒
ぎ
立
つ

と
あ
る
。

　

静
止
状
態
に
あ
る
水
は
音
声
を
発
し
な
い
。
水
に
「
鬧
」
字
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、
水
が
何
か
に
突
き
当
た
る
時
に
発
す
る
音
に
着
眼
す
る
か
ら
で
あ
る
。
鄭

谷
・
韓
維
の
二
例
が
示
す
よ
う
に
、
雨
が
芭
蕉
の
大
き
な
葉
に
降
り
注
げ
ば
ぱ
ら
ぱ
ら
と
音
を
出
す
。（
ち
な
み
に
、
こ
の
光
景
は
唐
宋
以
降
に
注
意
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
「
雨
打
芭
蕉
」
と
い
う
熟
語
が
生
じ
た
）。
陸
亀
蒙
の
二
例
に
は
「
泉
聲
鬧
」・「
溪
聲
鬧
」
と
あ
り
、
明
ら
か
に
音
声
の

表
現
で
あ
る
。
孟
郊
・
韋
莊
の
二
例
に
は
、
音
声
の
「
鬧
」
だ
と
直
接
に
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
不
妨
語
」・「
静
極
」
と
い
う
よ
う
な
表
現
か
ら
、
や
は
り
音

声
に
重
点
を
置
い
た
も
の
と
見
な
さ
れ
る
。

　

雨
と
並
ん
で
、
風
の
音
も
騒
が
し
い
も
の
と
し
て
表
現
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
現
存
す
る
風
の
用
例
は
、
雨
の
用
例
よ
り
か
な
り
遅
れ
て
出
現
す
る
。
南
宋
前
期

の
陳
棣
「
盛
暑
宿
集
福
院
晚
風
雨
大
作
」（『
蒙
隠
集
』
巻
二
）
に
は

風
聲
聒
聒
鬧
山
闕　

風
声
は
ざ
わ
ざ
わ
と
山
谷
を
騒
が
せ

雨
脚
霏
霏
轉
樹
腰　

雨
足
は
し
と
し
と
と
樹
木
を
取
り
巻
く

曹
彦
約
（
一
一
五
七
～
一
二
二
八
）「
江
村
散
歩
」（『
昌
谷
集
』
巻
一
）
に
は

沙
光
迎
遠
景　

砂
浜
の
輝
き
は
遠
い
日
光
を
迎
え
入
れ

風
力
鬧
寒
梢　

風
の
力
は
寒
い
こ
ず
え
を
騒
が
せ
る

と
あ
る

（
（1
（

。
四
、「
鬧
」
と
い
う
感
覚
の
一
般
化

―
音
声
の
世
界
か
ら
無
声
の
世
界
へ
の
拡
大

―

　

上
述
の
よ
う
に
、「
鬧
」
字
は
も
と
は
人
間
世
界
に
適
用
さ
れ
る
表
現
で
あ
っ
た
が
、
中
唐
期
以
降
、
動
植
物
や
水
な
ど
の
自
然
界
へ
と
適
用
範
囲
を
広
げ
た
。
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し
か
し
、中
唐
期
ま
で
の
「
鬧
」
字
は
聴
覚
上
の
「
喧
し
さ
」
を
表
現
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
す
な
わ
ち
、「
鬧
」
字
は
音
声
の
世
界
を
表
現
す
る
文
字
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

　

上
述
の
よ
う
に
、「
鬧
」
字
の
本
義
は
「
人
が
多
く
て
乱
れ
る
」
で
あ
る
。
こ
の
釈
義
で
は
「
音
声
」
は
強
調
さ
れ
て
い
な
い
が
、
人
が
多
け
れ
ば
自
ず
と
ざ

わ
ざ
わ
と
音
声
を
立
て
る
。
そ
し
て
も
う
一
つ
考
え
る
べ
き
は
、
聴
覚
の
方
が
視
覚
よ
り
も
知
覚
可
能
な
領
域
が
広
く
、
遮
断
さ
れ
に
く
い
特
性
を
有
す
る
こ
と

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
た
と
え
目
に
見
え
な
い
場
景
で
あ
っ
て
も
、
人
の
活
動
す
る
音
声
を
聞
け
ば
「
鬧
」
と
感
じ
ら
れ
る
。「
鬧
」
と
い
う
感
覚
が
当
初
の
段

階
に
お
い
て
聴
覚
と
強
く
結
び
つ
い
た
の
は
無
理
も
な
い
。
鳴
き
・
吠
え
る
動
物
の
場
合
は
、
声
を
出
す
と
い
う
点
で
人
間
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、

植
物
や
水
な
ど
、
声
を
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
存
在
の
場
合
も
、
叩
く
、
ぶ
つ
か
る
な
ど
の
動
き
に
よ
り
音
を
立
て
る
た
め
、
音
声
の
世
界
の
一
部
と
し
て
「
鬧
」

字
を
も
っ
て
表
現
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
唐
代
に
は
「
鬧
」
字
が
聴
覚
と
は
無
縁
の
対
象
、
す
な
わ
ち
植
物
・
非
植
物
や
声
を
出
せ
な
い
動
物
に
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
僅
か
な
用
例

で
あ
る
が
、
音
声
の
世
界
を
越
え
て
、
無
声
の
世
界
の
表
現
と
し
て
も
成
長
す
る
動
き
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
文
献
に
見
ら
れ
る
最
も
早
い
例
は
、
宋
の
計
有
功

『
唐
詩
紀
事
』
巻
二
十
に
載
せ
る
、
杜
甫
と
親
交
あ
る
厳
武
（
七
二
六
～
七
六
五
）「
題
巴
州
光
福
寺
楠
木
」
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は

高
枝
鬧
葉
鳥
不
度　

高
い
枝
の
騒
が
し
い
葉は
む
ら叢
は
鳥
も
通
わ
ず

半
掩
白
雲
朝
與
暮　

朝
に
夕
に
白
雲
を
半
ば
蔽
う

と
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
に
つ
い
て
は
疑
問
が
な
い
と
は
い
え
な
い
。
上
述
の
よ
う
に
、盛
唐
期
ま
で
の
「
鬧
」
は
専
ら
人
間
世
界
を
表
現
対
象
と
す
る
字
で
あ
る
。

盛
唐
の
厳
武
の
例
の
後
に
、「
鬧
」
字
が
植
物
に
適
用
さ
れ
る
の
は
北
宋
の
宋
祁
の
作
品
で
あ
り
、
三
百
年
近
い
空
白
が
あ
る
。
厳
武
の
用
例
は
孤
立
し
て
お
り
、

本
当
に
彼
が
書
い
た
も
の
か
ど
う
か
極
め
て
疑
わ
し
い
。
か
く
も
早
い
段
階
で
、
果
た
し
て
「
鬧
」
字
が
植
物
に
適
用
さ
れ
た
だ
ろ
う
か
。
加
え
て
、「
閙
葉
」

と
い
う
語
は
、
明
の
鍾
惺
が
『
唐
詩
帰
』
巻
二
十
三
に
「
字
奇
奧
之
甚
、
語
亦
奇
（「
閙
」
字
の
使
用
は
甚
だ
し
く
奇
に
し
て
奥
深
い
。「
閙
葉
」
と
い
う
語
も
奇

で
あ
る
）」
と
評
し
た
よ
う
に
、
異
常
に
難
解
で
珍
し
い
表
現
で
あ
る
。
同
じ
語
例
は
、
ほ
か
の
文
献
に
は
一
つ
も
見
え
な
い
。
要
す
る
に
、
厳
武
の
例
に
見
え

る
「
鬧
」
字
は
誤
字
で
あ
る
可
能
性
、
例
え
ば
「
稠
」
字
の
誤
り
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

植
物
以
外
の
対
象
に
用
い
ら
れ
た
例
で
あ
る
が
、
厳
武
の
例
の
ほ
か
、
唐
代
に
お
い
て
「
鬧
」
字
を
無
声
の
世
界
に
適
用
す
る
例
が
一
つ
あ
る
。
厳
武
よ
り
遥

か
に
遅
れ
て
、
晩
唐
期
の
作
品
で
あ
る
。
李
商
隱
（
八
一
三
～
八
五
八
）「
洞
庭
魚
」（
六
巻
本
『
李
義
山
詩
集
』
巻
三
）
に
は
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鬧
若
雨
前
蟻　
（
魚
は
）
雨
の
降
る
直
前
の
蟻
の
よ
う
に
騒
ぎ

多
於
秋
後
蠅　

秋
の
後
の
蠅
よ
り
も
数
が
多
い

と
あ
る
。
前
章
に
論
じ
た
蜂
・
蚊
・
蝉
・
鈴
虫
な
ど
の
昆
虫
に
も
「
鬧
」
の
語
は
用
い
ら
れ
て
い
た
。
前
章
に
引
用
し
た
「
鬧
似
雷
」・「
鬧
蛩
聲
」
な
ど
の
句
例

は
、
音
声
に
表
現
の
重
点
を
置
い
て
い
る
の
が
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
李
商
隱
の
詩
に
述
べ
ら
れ
る
蟻
は
全
く
音
声
を
発
し
な
い
動
物
で
あ
る
。
雨
が
降
る
直

前
の
蟻
に
つ
い
て
「
鬧
」
と
い
う
の
は
、
蟻
の
群
れ
が
慌
て
て
移
動
す
る
様
子
を
表
現
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、「
鬧
」
字
は
聴
覚
か
ら
視
覚
へ
と
、

そ
の
適
用
対
象
が
拡
大
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
鬧
」
字
を
視
覚
的
な
意
味
に
お
い
て
動
物
に
適
用
す
る
例
は
、宋
代
に
入
っ
て
も
幾
つ
か
見
え
る
。
北
宋
の
名
臣
韓
琦
（
一
〇
〇
八
～
一
〇
七
五
）「
園
中
行
」

（『
冷
斎
夜
話
』
巻
二
）
に
は

風
定
曉
枝
蝴
蝶
鬧　

風
が
吹
き
や
め
ば
、
暁
の
枝
に
は
胡
蝶
が
騒
ぎ
立
ち

雨
匀
春
圃
桔
槹
閒　

雨
が
む
ら
な
く
降
れ
ば
、
春
の
田
圃
に
水
車
を
使
う
必
要
は
な
く
な
っ
た

北
宋
末
の
陳
与
義
（
一
〇
九
〇
～
一
一
三
八
）「
夜
賦
」（『
簡
斎
集
』
巻
五
）
に
は

三
更
螢
火
鬧　

三
更
の
深
夜
に
蛍
の
光
が
騒
ぎ
立
ち

萬
里
天
河
横　

万
里
彼
方
ま
で
銀
河
が
空
に
横
た
わ
る

南
宋
初
の
韓
元
吉
（
一
一
一
八
～
一
一
八
七
）「
與
蘇
訓
直
約
遊
招
隱
寺
」（『
南
澗
甲
乙
集
』
巻
四
）
に
は

石
底
於
菟
窮
作
穴　

虎
は
岩
の
底
を
掘
っ
て
巣
穴
を
作
り

泉
間
科
斗
鬧
成
池　

お
た
ま
じ
ゃ
く
し
は
泉
に
騒
い
で
池
を
作
る

と
あ
る
。

　

一
方
、
植
物
の
場
合
は
、
盛
唐
期
に
は
前
掲
の
厳
武
の
例
が
見
え
る
が
、
疑
問
が
残
る
。
そ
れ
を
除
け
ば
、
文
献
に
見
え
る
最
も
古
い
例
は
ほ
か
で
も
な
く
、

本
稿
の
冒
頭
に
触
れ
た
北
宋
の
宋
祁
の
「
紅
杏
枝
頭
春
意
鬧
」
句
で
あ
る
。
王
国
維
が
言
う
よ
う
に
、
今
日
の
読
者
は
こ
の
作
品
に
お
け
る
「
鬧
」
字
の
表
現
力

を
高
く
評
価
す
る
で
あ
ろ
う
。
実
は
「
鬧
」
字
を
植
物
の
視
覚
的
な
面
に
適
用
す
る
の
は
、
宋
祁
の
時
代
に
は
殆
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
文
学
の
手

法
と
し
て
、
非
常
に
大
胆
で
新
鮮
な
試
み
で
あ
っ
た
。
こ
の
句
は
当
時
の
人
た
ち
に
と
っ
て
も
印
象
深
い
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
宋
祁
が
「
紅
杏
枝
頭
春
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意
鬧
尚
書
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
点
と
も
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
宋
祁
以
降
、「
杏
」
や
「
春
意
」
に
結
び
付
け
て
「
鬧
」
字
を
用
い

る
作
品
が
続
出
す
る
。
例
え
ば
南
宋
の
葉
茵
「
香
奩
体
詩
」
に
は
「
綠
楊
紅
杏
鬧
牆
頭
（
緑
楊
と
紅
杏
が
塀
の
上
に
騒
ぎ
立
つ
）」
と
あ
り
、
宋
祁
の
影
響
を
見

出
せ
る
。

　
「
紅
杏
枝
頭
春
意
鬧
」
と
い
う
句
が
示
す
よ
う
に
、
自
ら
は
音
を
立
て
ず
、
動
き
も
な
い
植
物
は
、
も
と
よ
り
「
鬧
」
と
は
無
縁
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
植

物
に
対
し
て
「
鬧
」
字
を
用
い
る
の
は
、
そ
の
植
物
自
体
の
性
質
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
植
物
の
花
や
葉
な
ど
が
季
節
に
相
応
し
く
咲
い
た
り
茂
っ
た
り
す
る

こ
と
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
一
種
の
雰
囲
気
に
着
目
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
北
宋
の
孔
平
仲
（
十
一
世
紀
前
半
）「
西
堂
」（『
清
江
三
孔
集
』
巻
二
十
二
）
に
は

前
有
秋
花
鬧
如
錦　
（
西
堂
の
）
前
に
は
秋
花
が
錦
の
よ
う
に
騒
が
し
く

乘
時
吐
秀
爭
煌
煌　

時
節
に
乗
じ
て
咲
き
、
輝
く
光
景
を
競
う

毛
滂
（
一
〇
五
六
～
一
一
二
四
か
）「
浣
溪
沙
」
詞
（『
楽
府
雅
詞
』
巻
下
）
に
は

水
北
煙
寒
雪
似
梅　

川
の
北
に
は
霞
が
寒
々
と
垂
れ
こ
め
、
雪
は
梅
の
よ
う
に
見
え

水
南
梅
鬧
雪
千
堆　

川
の
南
に
は
梅
が
賑
や
か
に
騒
ぎ
、
千
団
の
雪
の
よ
う
に
見
え
る

呂
頤
浩
（
一
〇
七
一
～
一
一
三
九
）「
懐
臨
濟
舊
居
四
首
」（『
忠
穆
集
』
巻
七
）
に
は

春
深
楊
葉
鬧　

春
が
深
ま
れ
ば
楊
葉
は
賑
や
か
に

雨
足
稻
花
香　

雨
が
た
っ
ぷ
り
と
降
れ
ば
稻
花
は
香
る

南
宋
の
陸
游
（
一
一
二
五
～
一
二
一
〇
）「
湖
邊
曉
行
」（『
剣
南
詩
稿
』
巻
十
四
）
に
は

露
拆
渚
蓮
紅
漸
鬧　

露
は
中
洲
の
蓮
の
花
び
ら
を
開
き
、
紅
く
れ
な
いは
徐
々
に
騒
ぎ
立
つ

雨
催
陂
稻
緑
初
齊　

雨
は
水
田
の
稲
の
生
長
を
促
し
、
緑
は
あ
た
り
を
蔽
い
始
め
る

と
あ
る
。
堂
の
前
に
錦
の
よ
う
に
繚
乱
と
咲
き
誇
る
秋
の
花
、
月
光
の
下
に
雪
の
よ
う
に
輝
く
白
梅
、
春
と
と
も
に
繁
る
柳
の
葉
、
初
夏
の
水
際
に
咲
き
始
め
る

紅
蓮
。
季
節
上
は
秋
・
冬
・
春
・
夏
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
が
、
い
ず
れ
も
生
命
力
に
溢
れ
る
鮮
や
か
な
光
景
で
あ
る
。
詩
人
た
ち
は
「
鬧
」
と
い
う
一
字
を
生
か

す
こ
と
で
、
植
物
の
静
止
し
た
世
界
に
躍
動
感
を
注
ぎ
込
ん
だ
の
で
あ
る
。「
鬧
」
字
は
初
期
に
は
全
く
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
段

階
に
至
る
と
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
味
か
ら
脱
皮
す
る
こ
と
に
成
功
し
、
快
活
で
躍
動
す
る
世
界
を
表
す
表
現
と
な
り
得
た
の
で
あ
る
。
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「
鬧
」
字
が
、
視
覚
的
な
世
界
を
表
現
す
る
語
と
し
て
動
物
・
植
物
に
用
い
ら
れ
た
の
は
上
述
の
通
り
で
あ
る
。
で
は
、
非
生
物
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

生
物
か
ら
非
生
物
へ
と
一
線
を
越
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、「
鬧
」
は
あ
ら
ゆ
る
現
象
に
適
用
で
き
る
表
現
に
成
長
し
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
最
後
の
一
歩
は
、

北
宋
中
期
に
、
あ
る
大
文
豪
に
よ
っ
て
踏
み
出
さ
れ
た
。
蘇
軾
（
一
〇
三
七
～
一
一
〇
一
）「
夜
行
觀
星
」（『
施
注
蘇
詩
』
補
遺
巻
上
）
に
は

天
髙
夜
氣
嚴　

空
は
高
く
、
夜
の
気
は
森
厳
と
し
て

列
宿
森
就
位　

星
宿
の
群
れ
は
厳お
ご
そか
に
位
置
に
就
く

大
星
光
相
射　

大
き
な
星
は
光
を
放
ち

小
星
鬧
若
沸　

小
さ
い
星
は
沸
き
立
つ
よ
う
に
騒
い
で
い
る

と
あ
る
。
蘇
軾
は
、
こ
れ
ま
で
全
く
「
鬧
」
の
対
象
と
さ
れ
な
か
っ
た
星
に
視
線
を
向
け
、
星
が
先
を
争
う
よ
う
に
キ
ラ
キ
ラ
と
光
を
放
つ
さ
ま
を
描
き
出
し
た
。

大
き
な
星
の
光
は
は
っ
き
り
と
見
え
る
た
め
、
矢
に
譬
え
て
「
射
」
る
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
小
さ
な
星
の
光
の
多
く
が
群
が
り
「
沸
く
」
よ
う
に
し
て
視

野
を
掻
き
乱
す
さ
ま
を
「
鬧
」
と
い
っ
て
い
る
。

　

た
だ
、「
星
が
沸
く
」
と
い
う
表
現
は
比
喩
で
あ
る
。「
沸
く
」
と
い
う
動
詞
が
適
用
さ
れ
る
の
は
も
と
は
熱
湯
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
句
は
星
に
「
鬧
」
字
を

適
用
し
て
い
る
が
、
実
際
に
は
「
星
が
湯
の
よ
う
に
沸
い
て
い
る
」
さ
ま
を
い
う
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
水
は
非
生
物
で
あ
る
が
、
沸
騰
す
る
時
に
は
グ
ツ
グ

ツ
と
音
を
出
し
、
波
の
よ
う
に
次
か
ら
次
へ
と
揺
れ
動
く
。
上
述
の
よ
う
に
、
中
唐
期
以
降
、
水
の
音
を
「
鬧
」
と
表
現
す
る
見
方
が
定
着
し
て
い
っ
た
。
蘇
軾

は
こ
の
よ
う
な
見
方
を
踏
ま
え
て
、沸
き
立
つ
熱
湯
の
激
し
い
動
き
に
よ
っ
て
小
さ
な
星
の
明
滅
す
る
光
を
譬
え
た
。
き
わ
め
て
絶
妙
な
表
現
で
あ
る
。
し
か
も
、

蘇
軾
は
「
湯
の
よ
う
に
」
を
省
き
、「
鬧
」
字
を
直
接
に
星
に
適
用
し
、「
星
鬧
（
星
が
騒
ぎ
立
つ
）」
と
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
工
夫
の
結
果
、「
鬧
」
字

を
光
を
対
象
と
す
る
表
現
に
用
い
る
こ
と
に
成
功
し
、
新
た
な
局
面
を
切
り
ひ
ら
い
た
の
で
あ
る
。

　

ほ
ぼ
同
時
期
に
、「
鬧
」
字
を
雲
に
用
い
る
表
現
も
見
え
始
め
る
。
沈
括
（
一
〇
三
一
～
一
〇
九
五
）「
開
元
楽
詞
」（『
竹
荘
詩
話
』
巻
十
八
）
に
は

一
片
紅
雲
鬧
處　
（
朝
廷
の
儀
仗
が
）
一
団
の
紅
雲
の
よ
う
に
騒
が
し
い
と
こ
ろ
を
見
れ
ば

外
人
遙
認
官
家　

そ
れ
は
天
子
だ
と
、
遠
く
朝
廷
の
外
に
い
る
人
に
も
わ
か
る

呂
本
中
（
一
〇
八
四
～
一
一
四
五
）「
送
向
仲
告
往
江
西
」（『
東
萊
詩
集
』
巻
十
七
）
に
は

紛
紛
車
馬
鬧
如
雲　

車
馬
は
ゴ
タ
ゴ
タ
と
雲
の
よ
う
に
騒
が
し
く
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膏
火
煎
熬
只
自
焚　

灯
火
の
油
が
た
だ
自
ら
を
燃
や
す
（
よ
う
に
心
の
中
に
は
苦
し
む
）

と
あ
る
。
注
意
す
べ
き
な
の
は
、
こ
の
二
例
は
雲
を
対
象
と
す
る
の
で
は
な
く
、
雲
を
も
っ
て
車
馬
儀
仗
を
譬
え
て
い
る
の
で
あ
り
、
実
際
の
表
現
対
象
は
人
間

世
界
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
こ
に
用
い
ら
れ
る
「
鬧
」
字
は
本
質
的
に
は
、
人
間
世
界
の
喧
し
さ
に
適
用
さ
れ
る
場
合
と
大
き
く
異
な
っ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
そ

の
表
現
は
「
雲
鬧
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
鬧
」
と
雲
と
が
結
び
付
け
ら
れ
て
お
り
、
従
来
に
な
い
新
た
な
比
喩
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
沈
括

と
呂
本
中
は
蘇
軾
と
同
じ
く
、
比
喩
の
手
法
を
利
用
し
て
「
鬧
」
字
の
適
用
範
囲
を
拡
大
し
、
生
物
と
非
生
物
の
境
界
を
越
え
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

　

南
宋
に
入
る
と
、陸
游
（
一
一
二
五
～
一
二
一
〇
）
の
詩
に
「
鬧
」
字
が
直
接
に
雲
を
対
象
と
し
て
用
い
ら
れ
る
例
が
見
え
る
。「
頼
牟
鎮
早
行
」（『
剣
南
詩
稿
』

巻
六
）
に
は

雪
作
未
成
雲
意
鬧　

雪
が
降
り
出
そ
う
と
す
る
直
前
、
雲
の
勢
い
は
賑
や
か
に
騒
ぎ

茅
荒
無
際
客
魂
迷　

果
て
な
い
茅
の
荒
野
に
、
旅
人
の
魂
は
迷
う

「
孤
村
」（『
剣
南
詩
稿
』
巻
六
十
）
に
は

梅
横
籬
落
春
初
動　

梅
は
籬ま
が
きに
横
た
わ
り
、
春
は
動
き
始
め
た

雲
鬧
川
原
雪
尚
慳　

雲
は
川
原
に
騒
ぎ
立
つ
が
、
雪
は
な
お
物
惜
し
み
す
る
よ
う
に
降
ろ
う
と
は
し
な
い

と
あ
る
。
雲
は
勢
い
が
強
い
雨
や
風
な
ど
と
は
違
っ
て
、
静
か
に
漂
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
陸
游
は
雪
が
降
る
直
前
の
雲
に
注
目
し
、
そ
の
不
安
定
に
湧
き
乱

れ
る
動
的
な
状
態
を
表
現
し
て
い
る
。
特
に
「
頼
牟
鎮
早
行
」
の
例
は
表
現
力
が
強
い
。「
鬧
」
を
「
迷
」
と
対
偶
に
す
る
こ
と
で
、
彷さ
ま
よ徨
う
旅
人
の
不
安
な
心

情
と
の
対
比
に
お
い
て
、
曇
天
の
雲
が
発
す
る
不
気
味
で
力
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
的
確
に
表
現
し
て
い
る
。

　

上
述
の
よ
う
に
、「
鬧
」
字
は
東
晋
か
ら
宋
代
ま
で
の
長
い
間
に
、
一
連
の
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
を
示
し
た
。
適
用
の
範
囲
が
人
間
か
ら
動
植
物
な
い
し
非
生
物

へ
と
、
ま
た
聴
覚
的
な
世
界
か
ら
視
覚
的
な
世
界
へ
と
拡
大
し
、
そ
の
語
義
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
も
の
か
ら
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も
の
へ
と
転
換
し
た
。
こ
の
字
は
当
初
、

東
晋
南
北
朝
期
に
は
特
に
仏
教
翻
訳
に
お
い
て
、
人
間
世
界
の
喧
し
さ
を
形
容
す
る
語
と
し
て
表
現
の
世
界
に
持
ち
込
ま
れ
た
。
そ
の
後
、
唐
代
、
特
に
中
唐
以

降
、
人
間
・
動
物
・
水
や
風
な
ど
音
声
の
世
界
を
表
現
す
る
語
と
し
て
、
詩
・
詞
・
文
章
な
ど
の
文
学
作
品
に
も
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
晩
唐
以

降
、「
鬧
」
字
は
音
声
の
世
界
か
ら
無
声
の
世
界
へ
と
更
に
拡
大
し
て
ゆ
く
。
す
な
わ
ち
聴
覚
的
な
要
素
に
限
ら
ず
、
視
覚
的
、
さ
ら
に
心
理
的
な
感
覚
を
表
現

す
る
語
と
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
歴
史
的
発
展
の
過
程
か
ら
は
、「
鬧
」
字
が
多
彩
な
文
学
表
現
を
担
う
「
文
学
の
遺
伝
子
」
と
し
て
成
長
し
て
い
っ
た
軌
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跡
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

五
、
世
界
を
攪
乱
す
る
「
鬧
」

―
近
世
的
な
俗
文
化
・
大
衆
文
芸
に
お
け
る
表
現

―

　

こ
れ
ま
で
挙
げ
た
六
朝
唐
宋
時
期
に
お
け
る
「
鬧
」
字
は
、
基
本
的
に
は
形
容
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、「
騒
が
し
い
」・「
賑
や
か
だ
」
と
解
す

れ
ば
よ
い
。
自
動
詞
と
解
し
て
も
よ
く
、
例
え
ば
「
春
意
鬧
」
を
「
春
意
は
騒
ぎ
立
つ
」
と
翻
訳
し
て
も
問
題
は
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
鬧
」
字
は
目
的
語

を
伴
う
他
動
詞
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
場
合
の
「
鬧
」
は
、
事
物
そ
れ
自
体
の
状
態
を
表
す
の
で
あ
っ
て
、
他
の
事
物
に
影
響
を
与
え
る
行
為
を
表
す
の
で

は
な
い
。「
鬧
」
な
る
現
象
を
聞
い
た
り
見
た
り
す
る
人
は
、
そ
れ
を
「
鬧
」
と
感
じ
る
が
、「
鬧
」
と
い
う
行
為
を
受
け
た
の
で
は
な
い
。
現
代
中
国
語
に
お
い

て
も
、「
鬧
」
字
は
「
熱
鬧
（
賑
や
か
に
騒
が
し
い
）」・「
吵
鬧
（
言
い
争
っ
て
騒
が
し
い
）」・「
鬧
市
（
騒
が
し
い
市
場
）」
な
ど
の
語
に
用
い
ら
れ
、
中
世
以
来

の
形
容
詞
と
し
て
の
意
義
や
用
法
を
継
承
し
て
い
る
。

　

し
か
し
一
方
、
現
代
中
国
語
に
は
、「
鬧
事
（
問
題
を
惹
き
起
こ
す
）」・「
鬧
元
宵
（
元
宵
節
を
賑
や
か
に
す
る
）」
な
ど
、「
鬧
」
字
が
他
動
詞
と
し
て
も
広
汎

に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
種
の
「
鬧
」
字
を
含
む
言
葉
は
適
用
範
囲
が
非
常
に
広
く
、
様
々
な
意
味
を
表
わ
す
。
簡
単
に
纏
め
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
類
型
を
指

摘
で
き
る
。

　
（
１
）�

賑
や
か
な
雰
囲
気
を
持
つ
場
面
・
出
来
事
を
作
り
出
す
こ
と
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
意
味
合
い
の
表
現
。「
鬧
新
春
」・「
鬧
元
宵
」・「
鬧
龍
舟
（
龍
船
競
漕
）」・

「
鬧
洞
房
（
新
婚
の
夜
に
新
郎
新
婦
を
か
ら
か
う
風
習
）」
な
ど
。

　
（
２
）
人
を
か
ら
か
い
、
馬
鹿
に
す
る
こ
と
。
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
味
合
い
の
表
現
。「
胡
鬧
」・「
瞎
鬧
」（
無
闇
に
ふ
ざ
け
る
）
な
ど
。

　
（
３
）
人
に
嫌
が
ら
せ
を
す
る
こ
と
。
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
味
合
い
の
表
現
。「
鬧
騰
（
面
倒
を
起
こ
す
）」・「
鬧
心
（
心
を
煩
わ
せ
る
）」
な
ど
。

　
（
４
）�

暴
れ
る
、
秩
序
を
攪
乱
す
る
こ
と
。「
鬧
肚
子
（
お
な
か
を
壊
す

（
（1
（

）」・「
鬧
事
（
問
題
を
惹
き
起
こ
す
）」「
鬧
革
命
（
革
命
を
起
こ
す
）」
な
ど
。
後
述
の

よ
う
に
、
こ
れ
は
単
純
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
か
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
か
を
評
価
で
き
な
い
。
近
代
文
化
の
変
化
を
反
映
す
る
表
現
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
表
現
は
、「
鬧
」
字
が
適
用
さ
れ
る
も
う
一
つ
の
世
界
を
指
し
示
し
て
い
る
。
で
は
、そ
の
世
界
に
お
い
て
「
鬧
」
字
は
ど
の
よ
う
な
歴
史
を
た
ど
っ

て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
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最
も
早
い
例
と
し
て
は
、
前
に
掲
げ
た
杜
甫
の
「
寒
食
」
詩
に
見
え
る
「
隣
家
鬧
不
違
」
の
句
に
用
い
ら
れ
る
「
鬧
」
字
は
他
動
詞
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
し
か
し
こ
の
句
に
は
異
文
が
あ
る
た
め
、
し
ば
ら
く
措
こ
う
。「
鬧
」
を
他
動
詞
と
し
て
用
い
る
例
が
明
確
に
文
献
に
出
現
す
る
の
は
中
唐

以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
韓
愈
「
崋
山
女
」（
宋
蜀
本
『
昌
黎
先
生
文
集
』
巻
六
）
に
は

街
東
街
西
講
佛
經　

街
の
東
西
に
わ
た
っ
て
仏
経
を
講
じ

撞
鍾
吹
螺
鬧
宮
庭　

鐘
を
打
ち
法
螺
を
吹
き
、
宮
廷
を
騒
が
す

廣
張
罪
福
資
誘
脅　

罪
福
応
報
の
説
を
大
げ
さ
に
唱
え
て
民
衆
を
誘
惑
し
威
嚇
す
れ
ば

聽
衆
狎
恰
排
浮
萍　

聴
衆
は
浮
草
の
よ
う
に
押
し
寄
せ
る

と
あ
る
。
韓
愈
は
有
名
な
仏
教
反
対
論
者
で
あ
り
、
こ
の
四
句
は
仏
教
の
講
経
の
催
し
を
批
判
し
た
も
の
。
こ
こ
に
現
れ
る
「
鬧
」
字
は
「
撞
鍾
吹
螺
」
な
ど
仏

教
の
礼
儀
作
法
が
宮
廷
を
撹
乱
す
る
こ
と
を
風
刺
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
表
現
で
あ
る
。

　

人
を
「
鬧
」
の
対
象
と
す
る
例
も
同
じ
時
期
に
出
現
し
た
。
柳
宗
元
「
答
韋
中
立
書
」（『
河
東
先
生
集
』
巻
三
十
四
）
に
は

今
天
下
不
吠
者
幾
人
、
而
誰
敢
衒
怪
於
羣
目
、
以
召
鬧
取
怒
乎
。

今
の
天
下
に
（
人
の
師
と
な
ろ
う
と
す
る
人
物
を
敵
視
し
、
犬
の
よ
う
に
）
吠
え
る
こ
と
を
し
な
い
者
は
ど
れ
ほ
ど
い
る
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
誰
が
大
衆
の

目
の
前
で
好
き
勝
手
に
振
る
舞
い
、
敢
え
て
人
の
暴
力
や
怒
り
を
買
う
だ
ろ
う
か
。

と
あ
る
。「
召
鬧
取
怒
」
と
い
う
表
現
に
は
、「
鬧
」
が
「
怒
」
と
併
せ
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、「
相
手
に
対
し
て
嫌
味
な
態
度
を
示
し
不
快
感
を
引
き
起
こ
す
」

と
い
う
よ
う
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

宋
代
に
至
る
と
、
こ
の
意
味
の
「
鬧
」
字
は
話
し
言
葉
と
し
て
文
献
に
記
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
南
宋
の
胡
仔
『
苕
溪
漁
隱
叢
話
』
前
集
巻
二
十
六
は
次
の

よ
う
な
話
を
載
せ
る
。
晏
殊
が
枢
密
使
（
中
央
政
府
の
軍
事
長
官
）
に
任
じ
ら
れ
た
時
に
、
雪
の
降
る
な
か
宴
を
開
き
欧
陽
脩
を
招
い
た
が
、
欧
陽
脩
は
西
夏
と

の
戦
争
中
の
兵
士
た
ち
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
晏
殊
を
諫
め
た
。
す
る
と
、
晏
殊
は
不
快
に
な
り

　

裴
度
也
曾
燕
客
、
韓
愈
也
會
做
文
章
、
但
言
「
園
林
窮
勝
事
、
鐘
鼓
樂
清
時
」、
卻
不
曾
恁
地
作
鬧
。

昔
、
裴
度
も
客
に
宴
を
設
け
た
こ
と
が
あ
り
、
韓
愈
も
文
章
の
名
手
だ
っ
た
で
は
な
い
か
。
し
か
し
韓
愈
は
そ
の
時
に
は
「
園
林
に
は
素
晴
ら
し
い
行
事
が

盛
ん
で
あ
り
、
鐘
鼓
を
も
っ
て
清
ら
か
な
時
代
を
樂
し
む
」
と
詠
ん
だ
だ
け
た
。
こ
の
よ
う
に
相
手
に
嫌
が
ら
せ
は
し
な
か
っ
た
の
だ
。
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と
言
っ
た
と
い
う
。
晏
殊
は
、欧
陽
脩
が
楽
し
い
宴
の
雰
囲
気
を
破
壊
し
た
こ
と
に
不
満
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、晏
殊
が
不
満
を
示
し
た
こ
と
が
「
作

鬧
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
明
ら
か
に
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
柳
宗
元
の
文
章
の
用
例
と
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
詩
や
文
章
に
用
い
ら
れ
た

書
き
言
葉
で
は
な
く
、
晏
殊
の
話
と
し
て
宋
人
の
話
し
言
葉
を
そ
の
ま
ま
に
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
南
宋
の
陳
善
『
捫
蝨
新
話
』
下
集
卷
一
「
作
詩
如
作
雜
劇
、
臨
了
打
諢
、
方
是
出
場
（
作
詩
は
雑
劇
の
創
作
と
同
じ
く
、
結
末
の
場
面
で
は
戯
言
を
言
い
、

そ
う
し
て
初
め
て
退
場
す
る
の
だ
）」
條
に
は

東
坡
嘗
有
「
謝
賜
御
書
詩
」
曰
、
小
臣
願
對
紫
微
花
、
試
草
尺
書
招
贊
普
。
秦
少
章
一
見
便
曰
、
如
何
便
説
到
這
裡
。
少
章
之
意
、
蓋
謂
東
坡
不
當
合
鬧
。

然
亦
是
不
會
看
雜
劇
也
。

蘇
東
坡
は
嘗
て
「
御
書
を
賜
う
を
謝
す
る
詩
」
を
作
っ
て
、「
小
臣　

願
わ
く
は
紫
微
花
に
対
せ
ん
、
試
み
に
尺
書
を
草
し
て
贊
普
を
招
か
ん
」
と
言
っ
て

い
る
。
秦
少
章
は
そ
れ
を
見
る
と
言
っ
た
。「
ど
う
し
て
そ
ん
な
無
関
係
な
こ
と
に
言
及
す
る
の
か
」
と
。
少
章
は
東
坡
が
「
合
鬧
」（
=
無
茶
苦
茶
）
し
て

は
い
け
な
い
と
言
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
も
少
章
に
雑
劇
を
見
る
目
が
な
い
か
ら
だ
。

と
あ
る
。
晏
殊
の
話
と
同
じ
く
話
し
言
葉
と
し
て
「
鬧
」
字
が
記
録
さ
れ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
宋
代
に
は
話
し
言
葉
に
お
い
て
「
鬧
」
字
が
他
動
詞
と
し

て
多
く
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
上
記
の
ほ
か
に
も
、
語
録
体
、
す
な
わ
ち
話
し
言
葉
を
記
録
し
た
文
献
で
あ
る
『
朱
子
語
類
』
に
も
、「
作
鬧
」・「
討

鬧
」
な
ど
の
語
が
た
び
た
び
見
え
る
。

　

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、『
捫
蝨
新
話
』
の
例
は
明
ら
か
に
雑
劇
の
「
打
諢
（
戯
言
）」
を
「
鬧
」
の
表
現
と
見
な
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る

（
（1
（

。
こ
れ
は
、
大
衆
文

芸
で
あ
る
雑
劇
の
舞
台
が
「
鬧
」
と
い
う
行
為
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
典
型
的
な
空
間
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
唐
宋
時
代
の
詩
詞
に
見
え
る
「
鬧
」
字

は
殆
ど
形
容
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
宋
代
以
降
の
近
世
的
な
通
俗
叙
事
文
学
の
作
品
に
お
い
て
「
鬧
」
字
が
単
独
に
用
い
ら
れ
る
例
は

殆
ど
他
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る

（
（1
（

。

　

例
え
ば
『
元
明
北
雑
劇
総
目
考
略
』
な
ど
の
文
献
に
よ
っ
て
元
・
明
時
期
の
雑
劇
目
録
を
調
べ
る
と
、「
鬧
」
字
を
含
む
劇
の
題
名
は
計
二
十
五
点
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。
そ
の
中
、「
鬧
」
字
が
用
い
ら
れ
る
文
型
は
例
外
な
く
「
あ
る
人
物
＋
「
鬧
」
＋
あ
る
対
象
（
場
所
・
行
事
・
人
物
）」
と
い
う
よ
う
な
形
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
鬧
」
は
他
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
典
型
的
な
例
と
し
て

神
奴
児
大
鬧
開
封
府　

神
奴
児
が
大
い
に
開
封
府
を
乱
す
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一
丈
青
鬧
元
宵　
　
　

一
丈
青
が
大
い
に
元
宵
節
を
乱
す

慶
豐
年
五
鬼
鬧
鍾
馗　

豊
年
を
祝
っ
て
五
鬼
が
鍾
馗
を
挑
発
す
る

な
ど
の
題
名
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
タ
イ
ト
ル
だ
け
を
見
れ
ば
、「
鬧
」
は
物
語
の
中
心
的
な
要
素
を
な
す
行
為
で
あ
る
と
予
想
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
脚
本
の
内
容
を
実
際
に
読

め
ば
、
そ
う
で
は
な
い
作
品
が
多
い
。
例
え
ば
「
慶
豐
年
五
鬼
鬧
鍾
馗
」
は
、
優
れ
た
文
才
を
持
つ
唐
の
書
生
鍾
馗
が
科
挙
に
応
じ
た
が
、
賄
賂
を
受
け
た
楊
国

忠
に
退
け
ら
れ
、悔
し
さ
の
あ
ま
り
病
死
す
る
こ
と
を
主
要
な
内
容
と
し
て
い
る
。
そ
の
後
、冥
府
の
判
官
と
な
っ
た
鍾
馗
が
「
五
鬼
（
五
方
鬼
）」
と
出
会
う
と
、

五
方
鬼
が
鍾
馗
を
挑
発
す
る
（「
鬧
鍾
馗
」）
と
い
う
よ
う
な
プ
ロ
ッ
ト
は
あ
る
が
、
五
方
鬼
は
た
ち
ど
こ
ろ
に
降
伏
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
部
分
の
筋
は
簡
略
で

あ
り
、
文
章
の
分
量
も
少
な
く
、
脚
本
の
中
心
的
な
内
容
と
は
言
え
な
い
。「
神
奴
児
大
鬧
開
封
府
」
も
類
似
し
た
内
容
の
作
品
で
あ
る
。
こ
の
劇
の
主
要
な
内

容
は
次
の
通
り
。
李
徳
義
が
妻
に
唆
そ
そ
の
かさ
れ
、
兄
の
李
徳
仁
に
分
家
を
要
求
し
た
た
め
、
兄
が
憤
死
す
る
。
そ
の
後
、
妻
は
兄
の
子
で
あ
る
神
奴
児
を
絞
殺
す
る
。

そ
の
後
、
開
封
府
尹
の
包
拯
が
こ
の
事
案
の
裁
判
を
つ
か
さ
ど
る
。
す
る
と
、
裁
判
の
場
に
神
奴
児
の
幽
霊
が
現
れ
た
た
め
、
李
徳
義
の
妻
は
驚
き
自
ら
の
罪
を

供
述
す
る
。
こ
の
劇
に
も
、
神
奴
児
が
「
大
鬧
」
す
る
場
面
は
殆
ど
表
現
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、複
数
の
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
、脚
本
と
舞
台
上
の
演
出
と
の
相
違
で
あ
る
。「
鬧
」の
演
出
が
主
に
動
作
に
よ
っ

て
表
現
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
脚
本
に
は
現
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
舞
台
の
上
で
は
賑
や
か
に
戦
う
場
面
が
長
く
続
い
て
も
、
そ
れ
は
脚
本
に
は
反
映
さ
れ
な

い
の
で
あ
る
。
実
際
の
演
劇
の
舞
台
に
お
い
て
は
、「
鬧
」
の
存
在
感
は
脚
本
に
お
け
る
そ
れ
よ
り
遥
か
に
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、「
鬧
」
の
部
分
は
作
品
の
中
心
で
は
な
い
と
し
て
も
、観
客
に
と
っ
て
は
も
っ
と
も
盛
り
上
が
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
魯
迅
は
『
社

戯
』
と
い
う
散
文
に
、
幼
い
頃
に
故
郷
の
村
の
社
戯
を
観
た
体
験
を
語
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
深
夜
の
観
劇
で
あ
っ
た
た
め
、
観
客
が
み
な
眠
気
を
催
し
た
時

の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

忽
而
一
個
紅
衫
的
小
丑
被
綁
在
臺
柱
子
上
︐
給
一
個
花
白
鬍
子
的
用
馬
鞭
打
起
來
了
︐
大
家
纔
又
振
作
精
神
的
笑
着
看
。
在
這
一
夜
裏
︐
我
以
爲
這
實
在
要

算
是
最
好
的
一
折
。

突
然
一
人
の
赤
い
服
の
道
化
役
が
舞
台
の
柱
に
縛
ら
れ
て
、
ご
ま
塩
の
髭
の
者
か
ら
馬
用
の
鞭
で
打
た
れ
た
。
観
客
は
み
な
、
よ
う
や
く
活
気
を
取
り
も
ど

し
、
笑
い
な
が
ら
見
続
け
た
。
そ
の
晩
の
劇
の
う
ち
、
こ
れ
は
最
も
良
い
一
幕
だ
っ
た
と
思
う
。
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こ
の
場
面
は
、ま
さ
に
劇
中
の
「
鬧
」
の
場
面
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。「
鬧
」
の
要
素
が
大
衆
文
芸
の
演
出
に
お
い
て
ど
れ
ほ
ど
効
果
的
な
も
の
だ
っ

た
か
、
こ
こ
か
ら
も
窺
い
知
れ
よ
う
。
劇
の
魅
力
を
訴
え
る
う
え
で
「
鬧
」
が
タ
イ
ト
ル
に
掲
げ
ら
れ
る
の
も
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
大
衆
文
芸
・
通
俗
文
学
の
成
長
と
と
も
に
、「
鬧
」
が
庶
民
に
歓
迎
さ
れ
る
要
素
と
し
て
存
在
感
を
高
め
て
ゆ
く
。
そ
れ
は
元
明
時
代
の
長
編

演
義
小
説
の
目
次
を
見
て
も
わ
か
る
。
百
二
十
回
本
『
水
滸
伝
』
の
目
次
に
「
鬧
」
を
含
む
の
は
、
次
の
十
五
回
の
例
が
あ
り
、
特
に
「
大
鬧
」
が
多
い
。

九
紋
龍
大
鬧
史
家
村
（
第
二
回
）�

九
紋
龍
は
史
家
村
を
大
い
に
乱
す

魯
智
深
大
鬧
五
台
山
（
第
四
回
）�

魯
智
深
は
五
台
山
を
大
い
に
乱
す

花
和
尚
大
鬧
桃
花
村
（
第
五
回
）�

花
和
尚
は
桃
花
村
を
大
い
に
乱
す

魯
智
深
大
鬧
野
豬
林
（
第
八
回
）�

魯
智
深
は
野
豬
林
を
大
い
に
乱
す

閻
婆
大
鬧
鄆
城
縣
（
第
二
十
二
回
）�

閻
婆
は
鄆
城
縣
を
大
い
に
乱
す

鄆
哥
不
忿
鬧
茶
肆
（
第
二
十
四
回
）�

鄆
哥
は
不
平
で
茶
屋
を
乱
す

武
松
大
鬧
飛
雲
浦
（
第
三
十
回
）�

武
松
は
飛
雲
浦
を
大
い
に
乱
す

花
榮
大
鬧
清
風
寨
（
第
三
十
三
回
）�
花
榮
は
清
風
寨
を
大
い
に
乱
す

鎮
三
山
大
鬧
青
州
道
（
第
三
十
四
回
）�

鎮
三
山
は
青
州
道
を
大
い
に
乱
す

船
火
兒
夜
鬧
潯
陽
江
（
第
三
十
七
回
）�

船
火
兒
は
夜
に
潯
陽
江
を
乱
す

病
關
索
大
鬧
翠
屏
山
（
第
四
十
六
回
）�

病
關
索
は
翠
屏
山
を
大
い
に
乱
す

宋
江
鬧
西
嶽
華
山
（
第
五
十
九
回
）�

宋
江
は
西
嶽
華
山
を
乱
す

張
順
夜
鬧
金
沙
渡
（
第
六
十
一
回
）�

張
順
は
夜
に
金
沙
渡
を
乱
す

李
逵
元
夜
鬧
東
京
（
第
七
十
二
回
）�

李
逵
は
正
月
十
五
の
夜
に
東
京
を
乱
す

李
逵
夢
鬧
天
池
（
第
九
十
三
回
）�

李
逵
は
天
池
を
乱
す
夢
を
見
る

『
西
遊
記
』
に
は
次
の
五
回
が
あ
る
。

孫
行
者
大
鬧
黑
風
山
（
第
十
七
回
）�

孫
行
者
は
黑
風
山
を
大
い
に
乱
す
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孫
行
者
大
鬧
五
莊
觀
（
第
二
十
五
回
）�

孫
行
者
は
五
莊
観
を
大
い
に
乱
す

悟
空
大
鬧
金
兜
洞
（
第
五
十
二
回
）�

孫
悟
空
は
金
兜
洞
を
大
い
に
乱
す

二
僧
蕩
怪
鬧
龍
宮
（
第
六
十
三
回
）�

二
僧
は
妖
怪
を
退
治
し
龍
宮
を
乱
す

金
木
土
計
鬧
豹
頭
山
（
第
八
十
九
回
）�

金
・
木
・
土
の
三
人
は
画
策
し
て
豹
頭
山
を
乱
す

『
三
国
志
演
義
』
に
は
次
の
二
回
が
あ
る
。

董
太
師
大
鬧
鳳
儀
亭
（
第
八
回
）�

董
太
師
は
鳳
儀
亭
を
大
い
に
乱
す

張
翼
德
大
鬧
長
坂
橋
（
第
四
十
二
回
）�

張
翼
德
は
長
坂
橋
を
大
い
に
乱
す

　

演
義
小
説
の
中
に
見
え
る
こ
れ
ら
の
「
鬧
」
は
、
い
ず
れ
も
当
該
回
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
特
に
注
意
す
べ
き
は
、「
鬧
」
が
多
く
の
場
合
、

物
語
の
主
人
公
の
行
動
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、「
鬧
」
の
語
義
が
持
つ
色
彩
も
変
わ
っ
て
い
く
。
唐
詩
や
宋
代
の
記
事
に
お

い
て
、
他
動
詞
と
し
て
の
「
鬧
」
字
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
色
彩
が
強
く
、「
鬧
」
の
行
為
を
被
っ
た
者
の
立
場
か
ら
「
鬧
」
と
い
う
行
為
を
批
判
す
る
場
合
に
用
い

ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
英
雄
豪
傑
を
主
人
公
と
す
る
近
世
物
語
の
中
に
は
、
主
人
公
の
行
為
と
し
て
の
「
鬧
」
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
行
動
と
し
て
表
現
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
挙
げ
た
演
義
小
説
の
二
十
二
条
の
回
目
の
中
に
、「
鬧
」
な
る
行
動
す
る
者
が
悪
役
で
あ
る
の
は
『
水
滸
伝
』
第
二
十
二
回
の
閻
婆
と
『
三

国
志
演
義
』
第
八
回
の
董
太
師
（
董
卓
）
の
ケ
ー
ス
だ
け
で
あ
る
。

　

そ
の
中
で
も
、
張
飛
や
武
松
な
ど
を
主
役
と
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
の
よ
う
に
、
一
匹
オ
オ
カ
ミ
の
主
人
公
が
複
数
の
敵
、
あ
る
い
は
軍
隊
に
さ
え
挑
戦
し
、
戦
い

勝
っ
た
話
が
と
り
わ
け
典
型
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
話
に
表
現
さ
れ
る
ヒ
ロ
イ
ズ
ム
が
、
大
衆
に
好
ま
れ
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
自
分
よ
り
強

い
敵
に
対
抗
す
る
た
め
、
彼
我
の
力
の
差
は
桁
違
い
な
の
で
、
勝
利
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
、
や
や
異
常
な
行
動
を
起
こ
し
、
乱
暴
に
振
る
舞
う
す
な
わ
ち
「
鬧
」

=
撹
乱
す
る
の
も
合
理
的
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
張
飛
が
長
坂
坡
で
曹
操
の
大
軍
に
立
ち
向
か
っ
た
時
、
勝
ち
目
は
全
く
な
い
は
ず
だ
っ
た
が
、
三
度
、

大
声
で
叫
び
、
敵
軍
を
威
嚇
し
て
退
け
た
と
い
う
の
は
非
常
に
有
名
な
話
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
話
の
流
行
と
と
も
に
、
張
飛
な
ど
の
英
雄
の
姿
は
民
衆
の
記
憶

に
定
着
し
て
ゆ
き
、
彼
ら
の
「
鬧
」
も
豪
傑
の
気
概
の
現
れ
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
種
の
主
人
公
の
「
鬧
」
を
描
い
た
物
語
が
庶
民
に
好
ま
れ
る
の
は
、
あ
る
種
の
普
遍
的
な
心
理
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
社
会
の
下
層
部
に
い

る
庶
民
は
、
常
に
自
分
よ
り
強
大
な
権
力
の
下
に
生
活
し
て
い
る
。
そ
の
境
遇
は
、
一
人
で
数
多
い
強
敵
に
向
か
う
英
雄
の
そ
れ
と
類
似
す
る
。
し
か
し
、
無
力
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な
庶
民
は
強
権
を
反
抗
す
る
こ
と
は
到
底
で
き
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
彼
ら
は
英
雄
に
あ
こ
が
れ
、
英
雄
の
物
語
を
借
り
て
夢
を
見
る
の
で
あ
る
。

　

個
人
的
な
ヒ
ロ
イ
ズ
ム
が
最
も
典
型
的
に
表
現
さ
れ
る
通
俗
文
芸
の
作
品
に
は
、「
孫
悟
空
大
鬧
天
宮
（
孫
悟
空
は
天
宮
を
大
い
に
乱
す
）」（『
西
遊
記
』）・「
八

仙
鬧
海
（
八
仙
は
海
を
乱
す
）」（『
東
遊
記
』）・「
哪な

吒た

鬧
海
（
哪
吒
は
海
を
乱
す
）」（『
封
神
演
義
』）・「
五
鼠
鬧
東
京
（
五
鼠
は
東
京
（
北
宋
の
都
で
あ
る
開
封
）

を
乱
す
）」（『
三
侠
五
義
』）
な
ど
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
も
と
は
明
清
演
義
小
説
の
一
部
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
か
ら
抽
出
さ
れ
て

独
自
の
作
品
と
し
て
流
行
し
た
。
度
々
改
編
さ
れ
上
演
さ
れ
た
結
果
、
今
日
で
は
大
衆
に
広
汎
に
受
け
止
め
ら
れ
、
中
国
演
劇
の
代
名
詞
的
な
存
在
と
な
っ
た
。

そ
の
内
容
は
、
孫
悟
空
が
天
の
秩
序
を
代
表
す
る
天
宮
に
挑
戦
し
、
李
鉄
拐
な
ど
の
八
仙
や
哪
吒
が
海
を
治
め
る
龍
宮
を
撹
乱
し
、
五
鼠
と
呼
ば
れ
る
五
人
の
義

賊
が
地
上
の
秩
序
の
中
核
で
あ
る
国
の
都
で
暴
れ
回
る
と
い
う
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
既
存
の
秩
序
や
強
大
な
権
威
に
立
ち
向
か
う
物
語
で
あ
る
。
権
威
や
秩
序
を

破
壊
し
よ
う
と
す
る
と
同
時
に
、
個
人
の
自
由
な
心
性
の
解
放
を
主
題
と
す
る
作
品
と
も
な
っ
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、
こ
の
「
鬧
」
字
を
含
む
タ
イ
ト
ル
は
、
実
は
『
西
遊
記
』・『
封
神
演
義
』
な
ど
の
原
作
に
は
見
え
な
い
。
こ
れ
ら
の
ス
ト
ー
リ
ー
と
対
応
す
る
原

作
の
文
章
に
も
、「
鬧
」
字
が
特
に
多
く
用
い
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、「
鬧
」
字
を
中
核
と
し
て
成
り
立
っ
た
こ
の
文
学
的
な
系
譜
は
、
最
初
か
ら

「
鬧
」
を
意
識
し
な
が
ら
作
ら
れ
た
の
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く
、
そ
れ
ら
の
作
品
は
も
と
は
ほ
か
の
長
編
作
品
の
中
に
、
そ
の
一
部
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
い
た

だ
け
で
あ
る
。
そ
の
タ
イ
ト
ル
の
成
立
時
期
は
未
詳
で
あ
る
が
、
清
朝
か
ら
民
国
時
期
に
か
け
て
の
時
期
の
地
方
劇
の
演
目
に
は
す
で
に
多
く
見
え
る
。
恐
ら
く

長
編
作
品
か
ら
抽
出
さ
れ
独
自
の
作
品
と
し
て
構
成
さ
れ
て
か
ら
、そ
れ
が
「
鬧
」
と
い
う
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
徐
々
に
意
識
さ
れ
て
ゆ
き
、「
鬧
」

を
中
核
と
す
る
タ
イ
ト
ル
が
作
り
出
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
、
宋
代
以
来
次
第
に
盛
ん
と
な
っ
た
庶
民
文
化
に
お
い
て
「
鬧
」（
撹
乱
）
が
ヒ
ロ
イ
ズ
ム
を
象
徴
す
る
語
と
な
る
プ
ロ
セ
ス
を
見
て
き
た
。
こ
の
プ
ロ

セ
ス
は
、
次
章
に
述
べ
る
よ
う
に
、
二
十
世
紀
に
至
っ
て
「
鬧
革
命
」
と
い
う
果
実
を
生
み
出
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

六
、
革
命
を
や
ろ
う
！

―
二
十
世
紀
中
国
文
化
の
基
調
を
な
す
「
鬧
」

―

　

様
々
な
意
義
を
持
つ
動
詞
と
し
て
の
「
鬧
」
の
中
、今
日
の
文
学
に
お
い
て
最
も
強
い
存
在
感
を
持
っ
て
い
る
の
は
、紛
れ
も
な
く
「
鬧
革
命
（
革
命
を
や
る
）」

で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
二
十
世
紀
、「
鬧
革
命
」
は
文
学
の
み
な
ら
ず
、
社
会
・
文
化
の
全
体
に
お
い
て
重
要
な
流
行
語
と
な
っ
た
。「
鬧
革
命
」
の
考
え
方
や
表
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現
は
、
二
十
世
紀
の
大
衆
の
思
想
・
言
語
に
浸
透
し
て
い
る
。
近
代
以
前
に
も
「
鬧
」
は
、
一
つ
の
文
字
と
し
て
文
学
表
現
に
組
み
込
ま
れ
一
定
の
効
果
を
発
揮

し
た
が
、
二
十
世
紀
（
特
に
後
半
）、「
鬧
革
命
」
の
思
想
の
支
配
下
に
あ
る
現
代
中
国
の
言
語
空
間
に
お
い
て
は
、「
鬧
」
は
一
種
の
基
調
を
な
す
も
の
と
な
っ

て
い
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
「
鬧
革
命
」
と
は
「
革
命
英
雄
主
義
（
革
命
的
ヒ
ロ
イ
ズ
ム
）」
的
な
表
現
で
あ
る
。
こ
こ
の
「
鬧
」
字
が
極
め
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
意
味
合
い
で
用
い
ら
れ
て
い

る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
源
流
は
、
や
は
り
前
章
に
論
じ
た
宋
代
か
ら
明
清
時
代
ま
で
の
俗
文
化
に
お
い
て
発
展
を
見
せ
た
「
鬧
」
に
求
め
ら
れ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　

た
だ
、
こ
の
語
の
早
期
の
用
例
は
必
ず
し
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
表
現
で
は
な
い
。
む
し
ろ
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
用
い
ら
れ
た
も
の
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
民
国
時
代

の
雑
誌
や
新
聞
を
検
索
す
る
と
「
鬧
革
命
」
の
用
例
は
意
外
に
も
少
な
い
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
そ
の
中
、
例
え
ば
南
亭
亭
長
（
李
宝
嘉
）
が
一
九
〇
六
年
に

創
作
し
た
『
文
明
小
史
』
は
清
末
風
刺
小
説
の
名
作
で
あ
る
が
、
第
四
十
二
回
に
は
劉
斉
礼
の
父
が
息
子
を
責
め
る
場
面
が
あ
り

這
都
是
你
天
天
鬧
革
命
、
鬧
的
如
今
幾
乎
把
你
自
己
的
命
先
革
掉
、
真
正
不
該
叫
你
到
東
洋
去
。

こ
れ
は
お
前
が
毎
日
、
革
命
を
や
ろ
う
と
騒
い
で
い
る
せ
い
だ
。
そ
の
た
め
に
今
、
こ
う
し
て
自
分
の
命
が
先
に
打
倒
（「
革
掉
」）
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で

は
な
い
か
。
本
当
に
お
前
を
日
本
に
留
学
さ
せ
る
べ
き
で
な
か
っ
た
。

と
述
べ
て
い
る
例
が
あ
る
。
清
末
社
会
に
お
い
て「
革
命
党
」を
敵
視
す
る
の
は
大
衆
間
に
一
般
的
な
空
気
で
あ
っ
た
た
め
、「
鬧
革
命
」と
い
う
表
現
が
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
意
味
合
い
で
用
い
ら
れ
た
の
も
当
然
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
期
「
革
命
」
に
結
び
付
け
ら
れ
る
「
鬧
」
字
は
、「
胡
鬧
（
ふ
ざ
け
る
）」
の
意
味
合
い
が
強
か
っ

た
。
し
か
し
辛
亥
革
命
の
成
功
と
と
も
に
、「
革
命
」
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
行
動
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
従
っ
て
「
鬧
革
命
」
も
「
英
雄
主
義
」
的
な

表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

二
十
世
紀
の
二
十
年
代
以
降
、
中
国
共
産
党
の
革
命
文
芸
の
中
に
も
「
鬧
革
命
」
と
い
う
表
現
は
、
こ
の
方
向
に
沿
っ
て
多
く
用
い
ら
れ
る
。
例
え
ば
一
九
二

七
年
か
ら
十
年
間
の
土
地
革
命
闘
争
期
に
、
安
徽
省
一
帯
に
流
行
し
た
歌
に
は
「
跟
上
紅
軍
鬧
革
命
（
紅
軍
に
従
っ
て
革
命
を
や
ろ
う
）」
と
あ
る

（
（1
（

。
ま
た
、
李

季
は
一
九
四
六
年
に
「
王
貴
与
李
香
香
」
と
い
う
長
詩
を
創
作
し
た
。
陝
北
の
民
謡
「
信
天
遊
」
の
文
体
を
取
り
入
れ
た
、
極
め
て
通
俗
な
口
語
で
書
か
れ
た
作

品
で
あ
り
、
当
時
の
延
安
革
命
根
拠
地
の
民
衆
の
間
に
は
広
汎
な
影
響
力
を
持
っ
た
。
そ
の
第
二
部
の
第
一
節
は
「
鬧
革
命
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
付
け
ら
れ
、

王
貴
が
革
命
軍
に
参
加
す
る
こ
と
を
歌
っ
て
い
る
。
次
に
あ
げ
る
三
例
の
よ
う
な
詩
行
が
多
く
見
え
る
。
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紫
紅
鍵
牛
自
帶
耬
、
鬧
革
命
的
心
思
人
人
有

去
勢
さ
れ
た
赤
黒
い
雄
牛
は
田
畑
に
自
ら
種
を
ま
き
犂
を
か
け
る
、
革
命
を
や
ろ
う
と
い
う
思
い
は
誰
に
も
あ
る

白
天
到
灘
裡
去
放
羊
、
黑
夜
裡
開
会
鬧
革
命

昼
間
は
川
の
瀬
に
行
っ
て
羊
を
放
牧
し
、
夜
は
会
議
に
参
加
し
て
革
命
を
や
る

身
子
勞
碌
精
神
好
、
鬧
革
命
的
心
勁
高
又
高

体
は
疲
れ
た
が
精
神
は
力
強
く
、
革
命
を
や
る
気
魄
は
盛
り
上
が
る

「
王
貴
与
李
香
香
」
と
い
っ
た
、
民
衆
の
中
に
絶
大
な
影
響
力
を
有
す
る
革
命
文
芸
の
流
行
と
と
も
に
、「
鬧
革
命
」
の
英
雄
主
義
的
な
の
色
彩
は
定
着
し
、
共
産

中
国
に
典
型
的
な
表
現
と
し
て
今
日
ま
で
続
い
て
い
る
。
特
に
「
文
化
大
革
命
」
の
時
に
は
「
停
課
鬧
革
命
（
学
校
を
や
め
て
革
命
を
や
ろ
う
）」・「
復
課
鬧
革

命
（
学
校
に
戻
っ
て
革
命
を
や
ろ
う
）」・「
踢
開
党
委
鬧
革
命
（
党
の
委
員
会
を
蹴
散
ら
し
て
革
命
を
や
ろ
う
）」
な
ど
の
表
現
が
氾
濫
し
た
。
こ
の
場
合
の
「
鬧
」

は
、
秩
序
を
破
壊
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
明
清
時
代
の
演
義
小
説
と
共
通
し
て
い
る
。

　

毛
沢
東
は
『
西
遊
記
』・『
水
滸
伝
』
な
ど
の
演
義
小
説
の
愛
読
者
で
あ
っ
た
。
彼
は
文
章
の
中
に
孫
悟
空
・
魯
智
深
な
ど
の
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
多
い
。
例
え

ば
一
九
三
七
年
五
月
に
抗
日
軍
政
大
学
で
の
講
演
に
は

孫
猴
子
大
鬧
天
宮
︐
把
天
兵
打
個
落
花
流
水
。
我
們
要
學
孫
悟
空
︐
大
鬧
反
動
統
治
者
的
天
空

（
（1
（

。

孫
猴
子
は
天
宮
を
大
い
に
撹
乱
し
て
天
兵
を
打
ち
の
め
し
た
。
我
々
は
孫
悟
空
に
学
び
、
反
動
統
治
者
の
天
空
を
大
い
に
撹
乱
す
る
の
だ
。

一
九
三
八
年
六
月
に
延
安
に
て
行
っ
た
白
求
恩
と
の
対
談
に
は

『
水
滸
伝
』
写
了
魯
智
深
大
鬧
五
台
山
的
故
事
︐
五
台
山
就
在
晉
察
冀

（
（1
（

。

『
水
滸
伝
』
に
は
魯
智
深
が
五
台
山
を
大
い
に
撹
乱
し
た
物
語
が
あ
る
。
五
台
山
は
ま
さ
に
（
我
々
の
革
命
根
拠
地
で
あ
る
こ
の
）
晉
察
冀
に
あ
る
。

と
あ
る
。
毛
沢
東
こ
そ
は
、
ま
さ
に
「
鬧
」、
す
な
わ
ち
世
界
を
撹
乱
し
て
破
壊
し
よ
う
と
す
る
ヒ
ロ
イ
ズ
ム
の
最
大
の
体
現
者
と
い
え
よ
う
。
二
十
世
紀
後
期

に
起
き
た
一
連
の
政
治
運
動
・
社
会
運
動
は
、
こ
の
よ
う
な
「
鬧
」
の
精
神
の
下
に
行
わ
れ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
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終
わ
り
に

　
「
鬧
」
字
は
中
国
文
学
と
い
う
巨
人
の
一
つ
の
遺
伝
子
と
し
て
、
興
味
深
い
進
化
の
道
を
辿
っ
た
。
そ
の
道
の
起
点
は
五
世
紀
の
東
晋
時
期
、
極
め
て
狭
い
範

囲
に
限
ら
れ
た
宗
教
文
献
の
訳
語
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
唐
宋
時
代
に
お
い
て
様
々
な
変
化
が
生
じ
た
。
文
献
に
見
る
限
り
で
は
、
中
唐
期
か
ら
概
ね
二
つ
の
道
、

す
な
わ
ち
形
容
詞
と
他
動
詞
の
二
つ
の
道
に
分
か
れ
、
異
な
る
方
向
を
た
ど
っ
た
。
簡
単
に
纏
め
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

形
容
詞
と
し
て
の
「
鬧
」
字
は
、
三
つ
の
面
に
お
い
て
進
化
を
実
現
し
た
。
同
字
が
適
用
さ
れ
る
対
象
の
面
に
お
い
て
は
、
人
間
世
界
か
ら
動
植
物
な
い
し
非

生
物
へ
と
拡
大
し
た
。
感
覚
の
面
に
お
い
て
は
、
聴
覚
的
な
表
現
か
ら
視
覚
的
・
心
理
的
な
表
現
へ
と
転
換
し
た
。
語
義
の
面
に
お
い
て
は
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
表

現
か
ら
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
表
現
へ
と
成
長
し
た
。「
鬧
」
字
の
形
容
詞
と
し
て
の
進
化
は
、
南
宋
期
に
至
っ
て
最
終
的
に
完
成
し
た
。

　

一
方
、
他
動
詞
と
し
て
の
「
鬧
」
字
は
、
宋
代
以
降
に
盛
ん
に
な
っ
た
口
語
的
な
通
俗
文
学
・
大
衆
文
芸
に
お
い
て
三
つ
の
段
階
を
経
て
受
け
継
が
れ
た
。
当

初
は
口
語
と
し
て
記
録
さ
れ
、「
ふ
ざ
け
る
」
と
い
う
意
味
を
表
す
語
と
し
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
色
彩
を
帯
び
て
い
た
。
そ
の
後
、
近
世
の
俗
文
学
作
品
に
お
い
て
、

ヒ
ロ
イ
ズ
ム
的
な
行
動
に
よ
っ
て
世
界
の
秩
序
を
撹
乱
す
る
行
為
を
表
す
語
と
し
て
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
色
彩
を
帯
び
る
よ
う
に
な
っ
た
。
最
終
的
に
は
、
二
十
世

紀
の
革
命
文
芸
に
お
い
て
、
一
種
の
時
代
精
神
と
し
て
褒
め
た
た
え
ら
れ
、
中
国
人
の
文
化
生
活
に
深
く
浸
透
す
る
に
至
っ
た
。

　
「
鬧
」
字
が
た
ど
っ
た
二
つ
の
道
は
、
様
々
な
面
で
異
な
っ
て
い
る
が
、
最
も
根
本
的
な
違
い
は
恐
ら
く
文
学
を
荷
う
主
体
が
属
す
る
階
層
の
違
い
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
形
容
詞
と
し
て
の
「
鬧
」
字
は
、
中
世
の
貴
族
的
・
宗
教
的
な
文
化
の
中
か
ら
発
生
し
、
そ
の
後
も
主
と
し
て
詩
・
詞
・
文
章
な
ど
の
士
大
夫
文
学
・

官
僚
文
学
の
場
で
行
わ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
他
動
詞
と
し
て
の
「
鬧
」
字
は
、
庶
民
の
世
界
に
流
行
す
る
俗
文
学
の
場
で
活
用
さ
れ
、
旺
盛
な
る
生
命
力
を

獲
得
し
た
の
で
あ
る
。「
鬧
」
字
と
い
う
中
国
文
学
巨
人
の
遺
伝
子
の
進
化
す
る
道
は
、
中
世
的
士
族
文
化
が
近
世
的
庶
民
文
化
へ
と
転
換
し
て
い
っ
た
時
代
変

革
の
一
つ
の
縮
図
と
も
い
え
よ
う
。

注　（
１
）	

拙
稿
「「
嫩
」
の
文
学
史

―
南
朝
隋
唐
文
学
史
の
一
側
面

―
」（『
中
国
文
学
論
集
』
第
四
九
号
）
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
嫩
」
字
も
南
朝
の
前
期
に
初
め
て
詩
文

に
現
れ
、
中
国
文
学
の
遺
伝
子
の
一
つ
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
東
晋
南
北
朝
時
代
が
中
国
文
化
史
に
と
っ
て
特
別
な
発
展
段
階
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
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（
２
）	

『
十
誦
律
』
の
中
国
語
へ
の
翻
訳
の
プ
ロ
セ
ス
は
や
や
複
雑
で
あ
る
。
最
初
は
三
分
の
二
の
み
が
翻
訳
さ
れ
、
弗
若
多
羅
の
逝
去
と
と
も
に
中
断
し
た
。
続
い
て
曇
摩
流

支
が
僧
祐
の
要
請
を
受
け
鳩
摩
羅
什
と
協
力
し
て
残
る
部
分
を
訳
し
た
。
最
後
に
、
鳩
摩
羅
什
が
四
一
三
年
に
亡
く
な
っ
た
後
、
彼
の
師
で
あ
っ
た
卑
摩
羅
叉
が
全
体

を
添
削
し
潤
色
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、『
十
誦
律
』
は
約
十
年
間
か
か
っ
て
複
数
の
訳
者
に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
た
の
で
あ
る
。「
鬧
」
字
が
い
つ
、
誰
に
よ
っ
て
選
定
さ

れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
大
智
度
論
』
な
ど
の
用
例
か
ら
見
る
と
、
や
は
り
鳩
摩
羅
什
の
仕
業
だ
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
３
）	
梁
の
僧
祐
『
出
三
蔵
記
集
』
巻
三
新
集
律
来
漢
地
四
部
記
録
第
七
と
慧
皎
『
高
僧
伝
』
巻
二
晋
長
安
佛
陀
耶
舍
伝
に
よ
る
。
唐
の
智
昇
『
開
元
釈
教
録
』
は
こ
れ
を
弘

始
十
年
と
す
る
。

（
４
）	

こ
の
点
に
お
い
て
も
、
注
（
1
）
に
掲
げ
た
拙
稿
に
論
じ
た
「
嫩
」
字
と
一
致
し
て
い
る
。

（
５
）	

川
勝
義
雄
『
魏
晋
南
北
朝
』（
講
談
社
、
一
九
七
四
年
）
第
四
章
、
逸
民
を
論
ず
る
箇
所
を
参
照
。

（
６
）	

同
作
に
は
「
貴
主
冠
浮
動
、
親
王
轡
鬧
裝
（
姫
は
浮
動
の
冠
を
戴
き
、
親
王
が
鬧
裝
の
轡
を
つ
け
た
馬
に
乗
る
）」
の
句
も
あ
る
。「
鬧
裝
」
と
は
「
賑
や
か
な
飾
り
」

の
意
。「
鬧
裝
轡
」
は
華
麗
に
飾
ら
れ
た
馬
具
を
指
す
。
ま
た
、
唐
代
に
は
「
鬧
掃
粧
」
と
い
う
髪
型
が
存
在
し
た
。
こ
れ
ら
の
用
例
は
、「
鬧
」
字
が
日
常
用
品
の
名

称
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
７
）	

た
だ
、「
鬧
」
と
「
閑
」
と
を
対
偶
と
す
る
場
合
、「
鬧
」
の
状
態
が
否
定
さ
れ
な
い
例
が
一
つ
だ
け
見
え
る
。
白
居
易
「
同
崔
十
八
寄
元
浙
東
王
陝
州
」（『
白
氏
文
集
』

巻
五
十
七
）
に
は
「
惆
悵
八
科
殘
四
在
、
兩
人
榮
鬧
兩
人
閑
（
残
念
な
の
は
、
同
年
に
科
挙
に
合
格
し
た
八
人
の
う
ち
四
人
し
か
残
ら
な
い
。
そ
の
中
の
二
人
が
栄
華

を
得
て
賑
や
か
に
暮
ら
し
、
他
の
二
人
は
閑
却
さ
れ
て
い
る
）」
と
あ
る
。

（
８
）	

「
慰
」
は
あ
る
い
は
「
畏
」
に
作
る
。「
畏
」
に
作
る
場
合
、
詩
句
は
「
喧
し
い
雰
囲
気
が
私
の
よ
う
な
老
人
を
畏
れ
さ
せ
る
」
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
鬧
」
の

使
用
法
は
東
晋
南
朝
期
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
友
人
の
招
き
に
応
じ
て
酒
を
飲
む
場
面
を
描
く
詩
で
あ
り
、
全
体
的
な
雰
囲
気
か
ら
見
れ
ば
「
慰
」

の
方
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
。

（
９
）	

「
鬧
熱
」
と
い
う
語
は
、
今
日
の
中
国
語
に
お
け
る
「
熱
鬧
」
と
い
う
語
の
早
期
形
態
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

（
10
）	

こ
の
句
の
構
成
は
微
妙
で
多
義
的
で
あ
る
。「
岩
の
泉
は
雨
水
を
集
め
水
か
さ
を
増
し
て
騒
ぎ
立
ち
、
渓
谷
の
竹
に
は
風
が
吹
い
て
疎
ら
に
開
け
て
い
て
涼
し
い
」
と
解

せ
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
11
）	

風
の
音
に
つ
い
て
の
二
例
は
、
目
的
語
を
伴
っ
て
他
動
詞
的
に
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
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（
12
）	

現
代
の
俗
語
と
し
て
の
「
鬧
肚
子
」
は
、
実
は
宋
人
の
詩
に
渊
源
す
る
。
北
宋
末
の
李
彌
遜
（
一
〇
九
〇
～
一
一
五
三
）「
陪
大
慈
老
登
古
院
」
に
は
「
茗
椀
泛
雲
醒
遠

目
、
藜
羹
煑
玉
鬧
枯
腸
（
茶
碗
の
中
に
は
白
雲
（
の
よ
う
な
茶
湯
）
が
浮
き
上
が
っ
て
、
遠
く
眺
め
る
目
を
ひ
か
れ
る
。
藜
麦
の
羹
に
は
美
玉
（
の
よ
う
な
麦
）
が
煮

ら
れ
て
、（
そ
れ
を
食
せ
ば
）
痩
せ
た
胃
腸
が
騒
ぎ
立
つ
）」
と
あ
る
。
た
だ
、
李
彌
遜
の
表
現
は
「
鬧
肚
子
」
と
正
反
対
で
あ
り
、
悪
質
な
料
理
を
食
べ
て
お
な
か
を

壊
す
の
で
は
な
く
、
お
い
し
い
料
理
を
食
べ
て
飢
え
痩
せ
た
胃
腸
が
元
気
を
取
り
も
ど
し
、
再
び
機
能
し
始
め
た
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。

（
13
）	
こ
の
二
例
は
北
宋
時
代
の
こ
と
を
記
述
し
て
い
る
が
、
文
献
の
成
立
は
南
宋
時
代
で
あ
る
。
従
っ
て
、
晏
殊
と
蘇
軾
が
実
際
に
「
鬧
」
を
こ
の
よ
う
に
用
い
た
か
は
簡

単
に
断
定
で
き
な
い
。

（
14
）	

勿
論
、形
容
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
る
「
鬧
」
字
は
近
世
に
入
る
と
消
滅
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、近
古
中
国
語
の
語
彙
が
単
音
節
か
ら
双
音
節
へ
転
換
し
た
た
め
、「
騒

が
し
い
」
を
意
味
と
す
る
「
鬧
」
と
い
う
語
が
「
熱
鬧
」
と
い
う
形
に
変
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
古
今
小
説
』・『
三
言
二
拍
』
や
『
水
滸
伝
』
な
ど
の
明
清
時
代

の
小
説
の
中
に
、「
熱
鬧
」
の
例
が
非
常
に
多
く
見
え
る
。

（
15
）	

中
共
安
徽
省
委
党
史
研
究
室
編
『
紅
皖
歌
謡
』（
安
徽
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
）
を
参
照
。
本
書
の
説
明
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
「
土
地
革
命
闘
争
期
に
安
徽
省
西
部

の
六
安
・
霍
山
あ
た
り
に
流
行
し
た
民
間
歌
謡
」
で
あ
る
。

（
16
）	

『
憶
董
老
』
第
二
輯
を
参
照
。
湖
北
人
民
出
版
社
、
一
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年
、
頁
四
八
七
。
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中國文學中的“鬧”–從“人聲喧嘩”到“顛覆秩序”

� 林曉光

　　文字，可以說是組成了文學巨人身體的DNA。就像人類DNA的測序深度改變了人類對自

身的認知一樣，針對文學中表達活躍的那些漢字展開的“文學遺傳學”研究，也將從根本上深

化對中國文學的理解。宋祁名句“紅杏枝頭春意鬧”中的“鬧”字，就是這樣一個典型的中國

文學DNA。本文以此為個案展開研究。

　　除字書外，“鬧”字完全不見於五世紀以前的文獻。在鳩摩羅什譯經集團於東晉晚期譯出

的一系列佛典中，“鬧”字開始被使用。《一切經音義》釋此字為“ ”字的俗字，意為人處於

嘈雜環境。故其早期用例統一用作形容詞，以人為對象，表示“人聲喧嘩”，含有貶義。南朝時，

“鬧”字開始擴散到儒家、道教文獻中。

　　入唐後，“鬧”字開始在詩文中出現。中唐元和時期以後尤盛。白居易詩中用此字最多，

主要沿襲東晉南朝時期用法，往往以“鬧”和“閑”對偶，將“鬧”視為令人厭煩的負面狀態。

唐詩中以“人”為物件的“鬧”基本類此。同時，元和詩人開始將“鬧”字的使用從人類社會

推廣到自然界。包括蛤蟆、猴、雞、犬、馬、鳥等動物之“鬧”出現在中晚唐詩人筆下。這類

用例在宋詩中得到極大發展，蛙、鳥之“鬧”特為多見，且往往將“鬧”字用於形容蚊、蚋、蟬、

蜂等小蟲微觀世界。元和以後，灘、泉、溪、雨等水聲及風聲也開始成為“鬧”字的表現對象。

　　在唐宋文學的大多數用例中，“鬧”字都針對“聲音”使用，延續了其本義中“聲音喧嘩”

的特徵。不過，在中晚唐詩中開始出現將“鬧”字擴大應用於無聲物件的個例。“紅杏枝頭春

意鬧”之句將“鬧”字用於花木枝頭的氛圍，在北宋前期實為極其尖新的構想。其後，蝴蝶、

螢火、蝌蚪等動物及梅花、楊葉、紅蓮等植物紛紛在宋詩中獲得了“鬧”的意象。而在蘇軾等

的筆下，“鬧”字甚至被極富表現力地用於群星與雲氣。

　　在較為高雅的貴族及士大夫詩文中，“鬧”字主要作為形容詞使用。但在宋以後的俗文學

作品中，“鬧”字卻廣泛地用作動詞，表示“吵嚷”、“擾亂”，呈現出與文人文化截然不同的另

一副面貌。元明雜劇的標題及《水滸傳》等章回小說的回目中都往往含有“鬧”字，描寫了以

打鬧場景為中心的故事。諸如“大鬧天宮”、“哪吒鬧海”等戲碼中，主人公作為孤膽英雄挑戰

權力秩序的形象，受到下層民眾的歡迎，“鬧”也由此逐漸確立了富於個人英雄主義色彩的符

號性意義。

　　在二十世紀的革命文化敘事中，“鬧革命”成為標誌性的口號之一。這種革命英雄主義與

近世俗文學一脈相承。毛澤東曾屢次引用“孫悟空大鬧天宮”、“魯智深大鬧五臺山”的故事號

召革命，“文化大革命”更是將“顛覆秩序”意義上的“鬧”文化發展到了極致。二十世紀後

期掀起的一系列政治、社會運動，在根子上都秉承著“鬧”的精神。




